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大管長会メッセージ

日の光栄 の結婚 の

重要性

大管長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

結 婚はあらゆる決断の中で最種 大なもの
であ り， 永遠 にわ た って影 響 を及 ぼす も

の と言 え るで しょ う。 それ は， 結婚 が 目前 の

幸 福 だけ でな く， 永遠 の喜 び に も通 じて い る

か らです。 結婚 は 当事 者 のみ な らず， ふ た り

の家族 と りわ け子供 や 孫 に， 引 いて は後 々の

子 々孫 々 に まで影響 を及 ぼす の です 。

そこ で， 大切 にな って くるのが 「だれ と結

婚 す るか 」 とい うこ とで す。 それ は， この 問

い に正 し く答 える こ とが， ほか の 多 くの 質 問

に正 しい答 え を与 える こ とにな るか らです 。

も・し皆 さんが ふ さ わ しい人 とふ さ わ しい場所

で結婚 す るな らば， 永遠 に わた って 幸福 な生

活 を送 る道 が限 りな く開 け る こ とで し ょう。

したが って， 結婚 は一 時 の心 の はず み で決

め ては な りませ ん。 伴侶 の選 択 は皆 さんの 全

生涯 を計画 す る よ うな もの です 。 これ 以上 は

で きな い とい う入 念 な計 画 を立 て， 考 え， 祈

り， 断 食 を し， 数 あ る決 断 の 中で もこれ だけ

は 間違 って い ない とい う確 信 を得 る必 要が あ

ります 。

本 当 の結婚 には， 心 と同様 に思 い の一致 が

な けれ ば な りませ ん。 感情 に まかせ て決断 を

下 して は な りませ ん。 断 食 と祈 りと真 剣 な熟

考 に よ って高 め られ た心 と思 いで決 断す る時，

この上 な く素 晴 ら しい結婚 生活 を体験 す る こ

とが で きるの です 。

教 会 員以 外 の人 との結 婚

私 は これ まで若 い人 々に対 して，教 会員 以 外

の人 との 結婚 に は危 険が伴 うこ とを警告 して

きま した。教 会 員以 外の 人 と結 婚 した人は様

様 の精 神 的苦 労や 教会 員 以外 の 人 と結婚 した

こ とか ら くる幻 滅感 を味 わ って いるか らです 。

しか し， 今 日の 多 くの若 人 は， 自分 たちの考

えだ け で結論 を出 し， 事 の善 し悪 しを決 め る

傾 向 が あ るよ うに思 われ ます 。

義 しい生 活 をす れば 永遠 の幸福 が保 証 され

る神 の 宮居 が あ るに もか か わ らず ， 多 くの人

人 が治安 判 事や 司 祭や牧 師 の下 で結婚 してい
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入並 の信 仰が な けれ ば 先 々問題 が 生 しるで しょう 。標 準や 入生

の生 き 方，経 歴 の 異な るふ た りが 結婚す る こと は，非 常 に難 し

い こ とな の てす 。 無論 ，例 外も あ るて しょうが ， 普通 は 大変な

困難 を 伴い ます 。

るこ とを， 私 た ちは憂 慮 し， 心 を痛 め て い ま

す。

男性 ，女 性 の いずれ に も言 え るこ とです が ，

一緒 に神 殿に行 くこ との で きな い相手 を伴 侶

に選 ぶ こ とは， まっ た く浅 薄 な こ とで す。 到

底福 音 を受 け入れ そ うもない 人に恋 す る余 裕

な ど，皆 さんに はな いはず です 。

もちろん， ご く少数 で は あ ります が， 教 会

員 と結婚 した非教 会 員が バ プ テスマ を受 け る

こ とは あ ります 。善 男善 女 で，教 会 貝 と結婚

した後教 会 に入 り， それ は献 身 的 に活 発に し

てい る人 もい ます。 主が 彼 らを祝 福 して下 さ

い ます ように。 私 た ちは彼 らを誇 りに思 う と

共に， 彼 らに感 謝 して い ます 。 しか し，、この

ように祝福 され た 人々 はほ んの わ ずか です 。

また，教 会 に入 らな くて も親切 で，協 力的

で， 思 いや りが あ り，伴 侶 が教 会 の様 式 に従

って礼拝 した り奉仕 した りす るの を許 して い

る人 もい ます 。彼 らの上 に も神 の 祝福 が あ る

よ うに祈 っ てい ます 。

その ほか結婚 す るため にだ け教 会 に 入 る人

も大勢 い ます 。 この ような 人々 は教 会員 に な

って も戒 め を守 って い くこ とが で き ませ ん 。

彼 らの 多 くはや が て離婚 し ます 。 た とえ離婚

は しな くて も， 多 くの場 合， 家庭 の中 に様 々

な問題 ， と りわけ宗 教 問題 を引 き続 き抱 え る

ことにな ります 。

しか しなが ら， 大半 の 人は結 婚 して も教 会

に 入 りませ ん 。調 査 では， 最 終的 に教 会 に 入
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るのは7名 の うち わ ず か1名 と い う結 果 が

出て い ます 。つ ま り教 会に 入 って も らえ る見

込 み はあ ま りあ りませ ん。 また，教 会 員以 外

の人 と結婚 した 人のお よそ半数 が不 活 発に な

って い ます。 こ の よ うに して親 が信 仰 を放棄

す る と，宗 教 を持 た ない ま まに育つ 子供 の数

が次 第 に増加 します。

そこ で 「あの 人 な ら多分 結婚 してか ら教 会

に 入っ て くれ るだ ろ う。 だか ら， 結婚 してみ

な い こ とに は」 と考 え るのは， 見 込み の な い

賭 を してい るの と同 じです 。 この よ うに一 か

八かや って み る とい うの は本 当 に危 険 なこ と

です 。

若 い 人は往 々に して この よ うに考 えが ちで

す 。「そん な こ とは 問題 じゃないわ。万事 う ま

くや って い くか ら。お互 い に合 わせ るよ うに

す る わ。彼 は私 の 好 きな よ うに させ て くれ る

と思 うし， 私 も彼 に合 わせ るわ。生 活 も信仰

も私 た ちな りの方 法 を見つ け 出せ ば それ でい

いわ 。」この よ うな考 えは決 して寛 大 であると

は言 え ませ ん 。仮 に そ うであ っ た と して も，

主 の 永遠 の計 画 に と らわ れ ないの は， 他 人の

お金 に気 前が よいの とど こか 似 てい ます 。

これ まで に 多 くの 女性 が涙 なが らに私 の と

ころにや って き ました。 彼女 た ちは教 会 の 中

で， イエ ス ・キ リス トの福音 の下 で子 供 た ち

を育 て た い と どん なに か思 って い た こ とで し

ょ う。 しか し， 実 際に は それが で きなか った

の です 。教 会 で責任 を受 け た い，什 分 の一 を



納め たい， 神 殿 に行 っ て死者 の ため に 身代 り

の儀 式 を受 けた い， 自分 自身の儀 式 も受 け た

い， 永遠 に結 び 固め られ た い， そ して 自分 の

分身 で あ る子 供 た ち と永 遠 に結 び 固め られ た

い と， 彼 女 た ちは どん なに望 ん だ こ とで し ょ

う。

しか し， 門は 閉 ざ されて い ます。 彼女 たち

自らその 門 を閉 じたの です 。 また， その 門の

ち ょうつ が いは しば しば さびつ い て い ます 。

彼女 た ちに十 分 に教 え る 人が いな か った のか，

彼女 た ちが聖典 を学 び理 解 しなか っ たのか ，

あ るい は忠告 を無視 したの です 。 そ して， 教

会 員以 外の 人 と結婚 し ました。 多分 ，伴 侶 は

善 良 な 人だ っ たで しょ う。 ハ ンサ ムだ っ たか

も知 れ ませ ん。 また，教 養 もあ り十分 な教 育

を受 け た 人で あ ったか も知 れ ませ ん。 け れ ど

も， 最 も必要 な資格 を持 って い ませ ん で した 。

この重 大 な点 を見逃 した のです 。 彼 は王 国の

一 員 とな って お らず
， 昇栄 に導 く神権iも儀 式

も正 義 も持 って いなか っ たの です 。

これ は， 教会 員 は皆 ふ さわ し くて， 非教 会

員はふ さわ し くない とい う意味 で は あ りませ

ん。 ただ， 永遠 の結 婚 は神 殿 外 では行 なわれ

ませ ん し， 非教 会 員 は神殿 に 入 る こ とを許 さ

れ ない とい うこ となの です 。 もち ろん， その

よ うな 人 も福 音に 心 を向 け， その こ とを証明

す るな らば，教 会 員 にな る こ とが で きます。

しか し， 人並 の信仰 が なけ れば 先 々問 題が

生 じるで し ょう。 標準 や 人生 の生 き方， 経歴

の異 な るふ た りが 結婚 す るこ とは， 非常 に 難

しい こ となの です 。無 論 ，例 外 もある で し ょ

うが ，普 通 は大変 な困難 を伴 い ます 。宗 教 の

違 いは い ろい ろな衝 突 を生 む原 因 にな ります 。

教 会 に忠 実 で も， 家庭 に忠実 で も， い ずれ に

せ よ争 いが起 こるか らです 。

パ ウ ロは 言って い ます 。 「不 信 者 と，つ り合

わ ない くび きを共 にす るな 。義 と不 義 となん

の係 わ りが あ るか 。光 とや み となんの交 わ り

が あ るか 。」(IIコ リン ト6：14)恐 ら く， パ

ウ ロは宗 教 の違 いは 根本 的 な相違 で ある こ と

を教 え たか った の だ と思 い ます。

離 婚

神 殿以 外 の場 所 で行 なわれ た結婚 に は，離

婚 の 恐 れが 大 いに あ ります。 教会 員の 結婚 を

調 査 した とこ ろ，神 殿 で結 び固め られ た夫婦

の場 合， 離婚 は16組 に1組 の割合 です が，神

殿 外で 結婚 した夫婦 につ い ては5.7組 に1組

の割 合 とい う結 果が 出 てい ます 。 これは，神

殿 で結 び 固め を受 けた 人は， そ うで ない 人に

比べ て2.5倍 も幸福 な結婚 生 活 を送 れ る見込

み があ る とい うこ とで す。(私 個 人 として は，

それ以 上 の見込 み があ る と思 ってい ます。)神

殿 で結 び 固め られ た 人々に もた らされ る幸福

は， 彼 らに喜 び と平 安 を与 え， 親子 そ ろって

霊 的 な気持 ちで昇栄 へ の道 を歩 め る ように し

ます 。

儀 式 そ の もの だけ でな く， 儀 式 を受 け る ま

での準 備や 儀 式に対 す る深 い感 謝の 念が， そ

の よ うな結 果 を生 むの です 。義 しい生活 と神

殿 結婚 に備 え る とい う責任 感 と共 に，聖 な る

結 び 固め の儀試 が ひ とつ に合 わ されて結婚 誓

約 を厳 粛 な もの とし， 家族 関係 を神 聖 な強 い

絆 で結 ば れ た ものにす るか らです 。 そ うして

こ そ， この上 な い幸福 な結 婚生 活 が続 くの で

す 。

この世 限 りか永遠 にか

さて， 生 命が 永遠 で あ るな らば， 当然の こ

となが ら真実 の結 婚 生活 も永遠 でなけ れば な

りませ ん。 これ は最 も重 要 な こ とで あ り， ま

た きわめ て 必然 的な こ とで もあ ります 。治安

判事や 地 元 の指 導者 に よる 民 事 結 婚 は， 「死

がふ た りを分か つ まで」 の もの であ り， 死 に
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よって終 わ りを遂 げ ます 。墓 を越 え て続 くの

は 日の光栄 の結 婚 だけ で す。 日の 光栄 の結 婚

は， その特 別 な 目的の た めに建 て られ献 堂 さ

れ た聖 な る神 殿 で行 なわ れ ます。 この 日の光

栄 の結婚 だ けが死 を越 えて， 夫婦 関係 な らび

に親子 関係 を永続 させ る こ とが で き るのです 。

民事結 婚 は，死 の訪 れ と同時 に終 わ りを告

げ ます 。 これは確 か です 。主 が その よ うに断

言 してお られ るか らです 。 ところ で， こ の よ

うな女性 の 声 を耳 に した ことがあ ります 。 「で

も，私 の夫 は善 良 な人 で した。 です か ら， 夫

とは永遠 に結 ばれ るは ず です」 と。 しか し，

た とえ それが真 実 で あっ て も， その よ うな考

えは間違 って い ます。 神が 語 っ てお られ るの

です か ら， 永遠 の 結婚 をす る機 会 は あ った は

ず です。神 は その僕 を通 して 計画 を示 して下

さい ま した。 しか し， 福 音 を聞 き， それ を受

け 入れ る機会 の一 度 もなか った 人 につ いて は，

若 干異 な ります 。彼 らは霊 界で福 音 を聞 くこ

とが で きます 。 そ して， 地上 に お いて 彼 らの

ため に行 なわれ る代理 の儀 式に よって， 彼 ら

もひ とつ とな るこ とが で きます 。 しか し， 主

のみ 言葉 を聞 き，聖典 を持 ち， 何度 も証 を得

て， その大切 さ を知 ってい る私 た ちは， 明 日

で は遅 す ぎるのです 。 い くら義 しい生 活 を し

て も精 々 天使 に しか なれ ませ ん。 また，私 た

ちは結婚 しな くて も 日の光 栄 の王 国 に到達 す

るこ とが で き ます が， 導 き と恵み を施 す天 使

に しか なれ ませ ん 。

おわか りの よ うに，正 義 だ けが すべ て では

ないの です。正 義 は ふ たつ の重 大 な要 素 の う

ちのひ とつ ですが ，正 義 だけ で は不 十分 です 。

正 義 と儀 式 の両方 が なけ れば な りませ ん。

この大切 さ，素 晴 らし さが わか って いた ら，

だれ し も結 び 固め の儀 式 を受 け る ため に世 界

中に 出かけ て行 って もよい と思 っで し ょっ。

距離や 金銭や いろ いろ な状況 も， 主 の聖 な る
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宮 で結 ば れ るため な ら問題 に はな らな いの で

す 。

この教 え には どの よ うな偏 見 もあ りませ ん 。

問題 は定 め られ た 目標 に到 達す るため の計 画

に従 うか ど うか です 。計画 に 従 わなけ れ ば 目

標 に到 達 す る こ とは で き ませ ん。 大学 に お い

て さえ， 正 式に 登録 して授 業 を受 け， 必要 な

単位 を取 得 しなけれ ば， 決 して学 位 は得 られ

な いの に， ましてや 永遠 の計 画 に いい加 減 な

とこ ろが あ るはずが な いの です 。

未婚 の男女

若者 たち を外か ら眺 めて み る と， この本 来

の 務め あ るいは希望 を十分 に達 成 して い ない

の で は ないか と思 われ る若 い 男女が い ます 。

その 中 には伝 道経 験の あ る 人 もい れば， 学 業

を一 通 り終 えた 人 もい ます 。 けれ ども， 彼 ら

は最 も大切 な結婚 の 時期 を過 ぎて い ます。 い

わゆ る適 齢期 が過 ぎ， 魅 力的 で有能 で望 ま し

い 人物 であ りな が ら孤 独 です 。

私 た ちは その ような方 に この よ うに 申 し上

げ ます 。皆 さん は御 自分 の家族 や 教会 や社 会

の ため に働 くこ とに よって，世 の中 に 多大の

貢献 を してい ます。 主 は皆 さん を愛 し，教 会

も皆 さん を愛 して い るこ とを忘 れて は な りま

せ ん。 た だ，女 性 の方 に この こ とを申 し上 げ

て お き ます 。 それ は，私 た ちに 男性 の思 いや

りや 愛 情 を支配 す る こ とは で きな い とい っこ

とです 。 しか し，皆 さんが そ の 目的 を達 成 で

き るよ うにお祈 りして い ます。 と同時 に，私

たち は皆 さん に，事 永遠 に関す る限 り， 本 人

の 力 で ど うに もな らない豊 か で貴重 な 永遠 の

祝 福 を取 り上 げ られ て しま うこ とはな い とお

約 束 します。 主 は決 して約 束 を違 え られ る こ

とは あ りませ ん。 義 人は皆 ，最 終 的に は その

資格 の あ る人に与 え られ るすべ て の もの を受

け るの です 。つ ま り， 自 らの過 ちに よっ て失



男性 も 女性 も 身な りを 整え ， きちん と した 服 装を して ，時 勢 に

遅れ な いよ う に， また 精神 的 ，霊 的， 肉体 的 ， と りわ け道 徳的

に 好ま しくある よ う に努め て下 さ'い。その よ う にす れ ば天 の祝

福 を授 ける という 主の 約束 を 心か ら信 頼で さ る はず です 。

う もの が ないか らです 。 男性 も女性 も身 な り

を整 え， きち ん と した服装 を して ，時 勢 に遅

れ な い よ うに， また精神 的，霊 的 ， 肉体 的，

と りわけ道 徳 的に 好 ま し くある よ うに努 めて

下 さい。 その よ うにす れ ば天 の祝 福 を授 け る

とい う主 の約 束 を心 か ら信 頼 で き るはず です 。

結 婚 の大切 さ

幸福 で尊 敬 され るよ うな立 派 な結婚 をす る

こ とは，正 常 な 人な らだ れ しも第一 に 目標 と

す る とこ ろです 。結婚 は ，堅 固で幸福 な家庭

をつ く り， 子 孫 を も うけ るため に主 が定 め ら

れ た もの です 。 です か ら，結婚 を故 意 に避 け

る人は正 常 とは 言 えず， また 自己の 計画 を空

し くして いる 人です 。

私 が こ こで 「正 常 」 とい う言葉 を使 っ たの

は， 主 が この地 上 にア ダム とイヴ， す な わち

最初 の 男性 と女性 を一 緒に 置 き，聖 な る結婚

の儀 式 に よってふた りを夫婦 と し，御 自ら 「正

常 」の 規準 を定 め られ たか らです 。ふ た りは

その構 造 にお いて ま った く異 な り， 果 たす 役

割 も違 ってい ま した。 主 は彼 らに 「生 め よ，

ふ えよ，地 に満 ち よ， 地 を従 わせ よ」(創世1

：28)と 言 われ ま した。 しか しほか に儀 式 を

行 な われ た様子 も見 られ ませ ん。

したが っ て， 結婚 す るのが 正常 で あ り，結

婚 した ら子供 を もうけ るのが 正常 であ り， 当

然の こ とで もあ るの です 。結婚 は天 の神 が私

た ちの ため に計画 され た こ とで あ って， すべ

て の 人は結婚 を望 み， 計画す べ きです 。 それ

が神 の 定め られた道 なの です 。

結 婚 な んて した くない，子 供 なんか 欲 し く

ない， 結婚 す る気 は ない し， その必要 もない

と思 って い る， な どと言 う人が い た ら， それ

はは なは だ近視 眼 的 な考 えだ と思 い ます 。

多 くの 人が この 結婚 とい う義 務 をい とも容

易に軽 視 してい る事実 は， 穏や か ならぬ こ と

です 。近年 ， 雑誌 や新 聞紙 上 で見 られ る よう

に，実 に 多 くの 人々が 独 身主義 を宣 言 して い

ます 。彼 らは独 身で い る方 が は るか に気 楽 で，

負担 もない と思 って い るの です。 しか しそ れ

では， 彼 らは いつ まで も成長 で きず，神 々 に

な る こ とは 永遠 に で きませ ん。

あ る若 い女 性 か ら， 自分が 時 々デー トす る

相手 の若 い男性 は結婚 に関心 が ない とい う手

紙 を受 け たこ とが あ ります 。 しか し， 私に は

モ ルモ ン社 会 の若 い男性 が あれ これ 言い訳 を

して， 結婚 相手 を見つ け ない よ うに して い る

とは思 えませ ん。若 い 男性 に も選 択 の 自由 が

あ ります。 だ れ を相 手 に選 ぶか， 選択 す る権

利 が あ るのです 。

長老 定 員会 会長 を して い るひ と りの若 い 男

性 は， あ ま りに も忙 しす ぎて結婚 で きない と

い うこ とで した。 忙 しい のは結 構 な こ とです 。

しか し，長 老 定 員会 の会長 であれ， 他 の職 に

召 され てい る者 で あれ，結 婚 に伴 う義務 を果

たせ な いほ ど多忙 な人はだ れ もい ませ ん。

また， 祝福 文 に近 い うち に結婚 す る と約束
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結婚 な んて した くない ， 子供な ん か欲 しくな い， 結婚す る 気 は

な い し，そ の 必要 もな い と思 って いる ，な どと 言う 人が いた ら，

それ は はな はだ 近 視 眼的な 考えだ と 思い ます 。 多くの 入が この

結婚 とい う義務 を い とも 容 易に軽 視 して いる 事 実は， 穏や かな

らぬ ことです 。

され て いたの で，結 婚 に対 して あ ま り努 力 を

しな くな った とい う若 い 男性 もい ま した 。 そ

こで私は皆 さんに， 皆 さんが受 け て い る祝 福

師 の祝福 はすべ て， 皆 さん 自身が 何 らか の努

力 を しなけれ ば決 して 成就 しな い とい うこ と

を申 し上 げた い と思 い ます 。

学 業 を終 える こ とが まず 第一 だ とい う男性

もい ました。 しか し， 学業 を終 え るまで 結婚

を延 ばす 必要 は あ りませ ん。現 に， 多 くの 人

人が 結婚 して か ら学 業 を終 えて い ます 。 そ の

間， 伴侶 の大 きな支 えが あ った こ とは言 うま

で もあ りませ ん。

また，結 婚 しない で，主 の 天使 と して 日の

光栄 の王 国で 昇栄 を得 るこ とが望 み だ とい う

男性 もい ます 。彼 に は福音 が理 解 で きて い ま

せ ん。 日の光栄 の 結婚 誓約 を拒む 者 は， ひ と

りとして神 の 王 国にお い て昇 栄 を得 る こ とは

で きな いか らです 。

「日の光 栄 に は三 種 の天 界
，す な わ ち三 種

の階級 あ り。

而 してその最 も高 きもの を得 んた めに ， 人

はこの神権 の 位(す なわ ち新 し く且つ 永 遠 の

結婚 誓約 を言 う)に 入 ら ざるべ か らず。

人も し然せ ず んば それ を得 るこ とを得 ず 。

人は他の 天 界に 入 るを得べ し。 され ど， そ

はす なわ ちその 人 の光 栄 の 国の 行 き止 りに し

て， また殖 ゆ る こ と能 わず 。」(教義 と聖 約131

1-4)

その よ うな 人は昇 栄 も， 永遠 に子 孫 を もう

6

け るこ と もで きな いの です 。

主 は教義 と聖 約 第132章 で， さらに次 の よ

うに 言 ってお られ ます 。

「何 人 もすべ て この 誓約 を拒 絶す るを得 て
，

而 もわが光 栄 に 入る を許 さ るる者 あ ら ざれ ば

な り。」(教 義 と聖約132：4)

正義 や知 性や 教育 の程 度 は問 題 では ない の

です。 新 し く且 つ 永遠 の結婚 誓 約 に入 らな い

限 り， だ れ も最 高 の光栄 に進 む こ とは で き ま

せ ん。

主 のみ 言葉 を読 ん でみ ま し ょう。 これは 主

が 直 々に私 たちに下 され たみ言 葉 です。

「この新 し く且つ 永 遠の 誓約 に就 きては，

こは わが最 高 完全 な る光 栄 の ため に定め られ

た る もの に して， わが 最高 完全 の光 栄 を受 く

る者 は この律 法 を守 ら ざるべ か らず 。 また こ

れ を守 る もの とす 。… …

この故 に， 彼 らこの世 の外 に去 る時 は， め

とり嫁 ぎす るこ とな くして彼 らは天 に於 て 天

使 に任 命せ らる。 而 して これ らの天 使 は， 彼
はるか ふさわ

ら よ りも遙 に 高 き光 栄 に適 しき， また優 れ た

る光栄 ， 永久 の効 あ る光栄 に適 しき者 に奉仕

す べ き奉仕 の僕 な り。

これ らの天 使 はわが 律 法 を守 らざ りし故 に，

殖 ゆ るこ と を得 ず して ただ別 離孤 独 にて最 高

の栄 に進 み得 るこ とな く救 われ た るま ま永久

に変 らず 。 これ を以 て， 彼 らは神 々 にあ らず

永 久に神 の天 使 た るな り。」(教 義 と聖 約132：

6，16-17)



中 には， 「私 は天 使 に なれ る だ け で 十 分 で

す 」 と言 う人 もい るか も知 れ ませ んが ，皆 さ

んは満 足 で きな いで しょ う。 王 にな る こ と も

で きるの に， 人々 に導 き と恵 み を施す 天 使に

な るだけ で満 足 で きる人 は いな いは ず です。

そ こで重 ね て 申 し上 げ ます 。結婚 をす るの

は当然 の こ とです 。 それ は， この 世 界の 山々

が 創造 され るは るか昔 の世 の初 め に， 神 が定

め られ たか らです 。 「男 な しに は女 はな い し，

女 な しに は 男は ない」(1コ リン ト11：11)こ

とを忘 れ ない で下 さい。

ロレ ンゾ ・ス ノー大 管長 は， 日の光 栄 の結

婚 の大切 さ を次 の よ うに述 べ て い ます 。

「ふ た りの 末 日聖徒 が 結婚 に よ って ひ とつ

に結 ばれ る時 ，ふ た りに は その子 孫 が永 遠か

ら永遠 に至 る こ とが約 束 され る。 ふ た りは子

孫 の救 い と昇 栄 と栄光 を永遠 に支 配 し， 治め

る権利 と権 能 を保 持す る と約 束 され るの で あ

る。 た とえ この世 で子 孫 に 恵 まれ な くて も，

必ずや 来世 では子 孫 をも うけ る機 会 が あ るで

あ ろ う。 こ のほか に望 む こ とが あ るだ ろ うか 。

来世 で 日の光 栄 の体 を持 つ者 は 男 も女 も， 病

気か ら解放 され， 言 い尽 くし難 い栄光 と美 し

さに包 まれ て，子 孫 の 中に位 し， 彼 らを統治

し， 生命 と昇 栄 と栄光 を とこ しえに 享受 す る

の であ る。」(ロ レ ンゾ ・ス ノー，7「肋D6s6勉

隔6妨 ・「デゼ レ ト ・ウ ィー ク リー 」1897年4

月3日 付 ，p.481)

皆 さんは この 計画 の規模 の大 きさ を想像 す

るこ とが で きますか 。計 画 が理解 で きそ うで

すか 。 ともあれ これ だけ は覚 えてお い て下 さ

い 。そ れは， 昇栄 は イエ ス ・キ リス トの王 国

の義 な る会 員 とな り， 自身 のエ ンダウ メ ン ト

を受 け て今 も永世 に もわた っ て も結 び 固め ら

れ， その 後 も義 しい生 活 を続け て は じめ て得

られ る もの だ とい うこ とです 。 これ は 人間 の

解 釈 で はあ りませ ん。天 父 の計 画 です 。 その

こ とは聖典 に は っ き りと示 され て い ます 。無

益 な 因襲 で もなけ れば， 空 しい宗教 的儀式 で

もあ りませ ん 。理解 で きない 人が いた ら， 神

の こ とは神 の み た まに よって理解 で きるので

す か ら， その 人は理 解 を得 られ るよ うに 天父

に近 づ く必 要が あ ります 。

主の 計 画は不 変 です 。主 の律 法 も不 変 です。

主 の計 画 と律法 が 変更 され る こ とはあ りませ

ん 。皆 さんや私 の 考 えで律 法が影 響 を受 け る

とい うこ とは あ りませ ん。律 法 が 入れ替 わ る

とい うこ ともな いの です。世 の 多 くの 人々は，

主 は慈 悲 深 い御 方 なの で最 終的 に は何 もしな

くて も祝福 を与 えて下 さる と思 って い ます 。

しか し，憐 み が正義 を無 にす る こ とは ないの

です。 大学 教授 は わず か2，3週 間 か そこい

らの そ そ くさ と した研 究 に博 士 の学 位 を与 え

は し ませ ん し， 主 も正義 を犠牲 に され るほ ど

憐 み深 くは あ りませ ん 。 この 限 りな く広 大 な

計 画 にあ って， 私 た ちは それ ぞれ相 応の もの

を受 け るの です 。 何 であれ 成 り行 きに まかせ

ては な りませ ん。

義 にか な った結婚 を して，ふ さわ しい生活

を して下 さい。 そ して，結 婚 に伴 う役割 を十

分 に果 た して下 さい。

主 が末 日聖徒 一 人一 人 を祝福 して下 さ って，

結 婚 前 も結婚 後 も正 しい決 定 に正面 か ら取 り

組 む こ とが で きる よ うに願 って います。 私 た

ちの 幸福 とこの世 の業 に大 きな影響 を及ぼす

これ らの重要 な決 断 を下 す際， 私 た ちに最 も

大 きな 力 と助 け を与 え て下 さる御 方は私 た ち

の天 父 です 。私 は この こ とを証 致 します 。

◇ ◇

7



備えの神権

マ ー ビ ン ・K・ ガ ー ドナ ー

ウ イ ル フ ォー ド'ウ ッ ドラ フ は ま だ ア ロ ン

神 権 の祭 司の 時で あ った1834年 に， アー

カン ソー とテ ネ シー 両州 で伝 道 の 業 に携 わ っ

たが， 彼 は しば しば聖 な る力 に よっ て命 を守

られ， 天使 の導 き と恵 み を受 けた 。 ア ロン神

権 の大切 さにつ い て，彼 は後 にこう証 してい る。

「人は神 権の どの職 にあ ろ うともそれ を恥

として は な らない 。…… もし神権 者 が その 召

し を全 力 を尽 くして遂 行 す る な らば， 祭 司 で

あ ろ うが，使 徒 で あろうが何 ら関 係 ない 。… …

祭 司 は天使 の導 き と恵 み を受 け る鍵 を有 して

い る。 これ まで私 は使徒 だ か ら といっ て， あ

る いは七十 人， 長 老だか ら といって ，祭 司 の

職 に あ った時以 上 に主 の特 別 の加 護 を受 け た

糠
醗議灘 、

醸墾
・ 露

灘 ，
騰1廠 賜

騨 耀翻
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こ とはな いの で あ る。 主 は示現 や 啓示 ， あ る

いは聖 霊 を通 して 私 の行 く手 に起 こる数 々の

事 柄 を 明 らか に して こ られ た。」(η 躍DガS-

ooπ鴬θsζゾ 備 〃bπ1レ7bo47げ 「ウイ ルフ オー

ド ・ウ ッ ドラフ説 教集 」G・ ホー マー ・ダ ラ

ム編，pp.298，300)

12歳 か ら18歳 まで の年 齢の 男子 が普 通 有す

るア ロ ン神権 は現 在 も依 然 として その効 力 を

持 ち，その職 の尊 厳 と権 能 は変 わることが な い。

神 権 者 の訓練

若 い 男性 た ちは神 権 を行使 す る時に， 教 会

に あ って ひ とつ の大 切 な奉仕 をす る こ とにな

る。 しか しもっ と大切 な こ とは，神 権 を行 使

す る こ とに よ って神権 の 権能 の重 要性 を知 る

こ とが で きる とい うこ とで あ る。

ケ ネ ス ・ミク リヤ の場 合 を紹 介 しよ う。 彼

が 福音 に改 宗 した時， セ ン トパ ウ ロ ・ミネソ

タ第1ワ ー ド部 の 祭司 定員 会が， 監 督の指 示

に従 ってバ プ テ スマの儀 式 を行 な う手はず を

す べ て整 えて くれ た。17歳 の祭 司の 兄弟が 司

会 を務 め， もうひ と りが霊 的 な話 を し，別 の

少年 がバ プ テスマ を施 す とい った具 合 であ る。

その 後， ケ ネス はア ロ ン神 権 を受 け ，執事 と

教 師， 祭 司の職 を与 え られた 。 しか も，聖 任

の儀 式 はすべ て祭 司定 員会 の仲 間が 行 なって

くれ た ので あ る。「それ は携 わったすべての若

い神 権者 たちに とって実 に意義 深 い体験 で し

た」 と， セ ン トパ ウロ ・ミネ ソタステー キ部

の トー マ ス ・A・ホ ル ト兄弟 は語 る。「彼 らは

皆神 権 を身近 に 感 じる よ うにな りました。 そ

してそ のほ とん どが現 在 宣教 師 として働 い て

い ます 。」

ア ロ ン神権 は また， メル ケゼデ ク神権 を受

け る備 え を させ る神権 で もあ る。執 事や 教師 ，

祭 司に は， 貴重 な現職 指 導 訓練 が施 され る。

「ア ロ ン神 権定 員 会 ガイ ドブ ッ ク」 は
，毎週

行 な われ る定 員会会 長会 で20-30分 の訓練 を

施 す時 に使 用 され る もので あ るが， これ には

定 員会 の管 理， 委任 とフ ォロー ア ップ，定 員

会 会 員に義 務 を教 え る， 活 発化 ，伝道 の 準備

とい っ た項 目 ご とに役 に立つ 情報 が記載 され

てい る。

これ らの訓練 会 は効果 が あ るか

確 か に効果 が あ る， と若 い兄弟 た ち と彼 ら

の神権 指 導者 は 口 をそ ろえて 言 う。 ワイオ ミ

ン グ州 ラベ ル 出身の 祭 司で ある ランデ ィー ・

ベ デ スは執事 定 員会 会長 に なっ た時の こ とを

回 想 して こ う述べ てい る。彼 は特 別活動 の計

画か ら準備 ， プ ロ グラムの進 行 に至 る まです

べ て を 自分 で行 なお う どした。 「で も，もっと

よい方法 が あ る こ とを学 ん だ もの ですか ら」
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と彼は 語 る。現在 ， 祭司 定員 会 にお い て監督

の 第一補 佐 を務め る彼は，他 の 人 と責 任 を分

担 し， 行 な うべ き事柄 に対 して 明確 な指 示 を

与 え， よ くフ ォロー ア ップす るよ うに して い

る。 「そ うす るこ とに よって さらに 多 くの こ と

がで き ます 。そ れに 大勢 の 人の 力が 結集 で き

ます」 とラ ンデ ィー は言 う。

この よ うな指導 訓 練 は非常 に価 値 あ る もの

なの で，すべ て の若 い兄 弟 た ちが ア ロン神権

の指導 的立場 に就 く機 会 に あずか れ るよ うに

して いた だ きたい， と中央若 い男性 会長 の ニ

ール ・D・ シェイ ラー兄 弟 は語 る
。 シェ イ ラ

ー兄弟 は監 督 として働 いて い た時に ， これ を

試み た。 その結 果， 定 員会へ の 出席 が増 し，

しか も青 少年 が指 導 者 としての責 任 を大切 に

受 け 入れ る こ とが わか った とい う。

シェイラー兄弟 は続 けて こ う語 る。「もちろ

ん，定 員 会会長 会 は霊感 に よ って 召 され なけ

れば な りませ ん。しか し，もしもすべ て の 少年

に その備 えが で きてい るな らば， 彼 らが別 の

定 員会に移 る前 に， 全 貝に た とえ数 カ月 で も

定員 会会長 と して の経験 を与 えた方 が よ い と

思 い ます 。 そ うす れば， 彼 らは指 導 性， 奉仕 ，

証 な どにつ い て さ らに深 い もの を学 び取 るこ

とが で きます 。 これ らは どれ も彼 らが メル ケ

ゼデ ク神権 者 として伝 道に 出 た時 に大 い に役

立つ か らです。」

伝道 の準備

シェ イラー 会長 の言 うよ うに，伝 道 の準備

はア ロ ン神 権 を受 けた 時に 始 ま る。全世 界の

指導 者は現 在， ひ と りで も多 くの宣 教 師 を送

り出そ う と努め て い る。例 え ば，ロ ズウェル ・

ニ ュー メキ シ コステー キ・部 クロ ビス ワー ド部

のウイ ラー ド ・R・ フ ィ リップ ス監督 は， 各

執事 との最 初の面 接 の際 に， 宣教 師推 薦書 に

必要事 項 を書 き込 ん で い く。 そ して予 言者，

10

主 ， そ して監 督 自身 も彼 らに伝 道 の準備 をす

る よ う望 ん でお られ る こ とを伝 えるの で あ る。

その 後は 毎年1回(祭 司 とは2回)宣 教 師 推

薦書 を傍 らに， 必要 条件 につ い て話 し合 い を

す る とい う。

ハー トフ ォー ド ・コ ネチ カ ッ トス テー キ部

サ ウ シン トンワー ド部 の ドン ・A・ フ ロー リ

ア ン監督 は， カー ドのフ ァ イル を作 り， 各青

少年 に年 に最低2回 聖 餐 会 で話 をす る責 任 を

与 えて い る。 さ らに， 自分 で働 いて伝 道資 金

をため る よ うに勧 め て いる。

その ほか， 祭 司た ち には ワー ド部 に いる専

任宣 教師 と親 し く交 流す る機 会 を与 えて い る。

また，宣 教 師の 服装 の標 準 に従 うよ う教 えた

り， 家庭 集 会の手 伝 いや バ プテ スマ を施 す 責

任 を与 えた りしてい る。

ホー ムテ ィー チ ン グも青 少年 に 伝道 の備 え

をさせ るの に大 いに役 立 っ てい る。ユ タ州 プ

ロボの ポー ル ・ニー ルセ ン兄 弟の場 合 ，伝 道

に 出 るまで ホー ムテ ィー チ ャー として父親 と

3軒 の不 活 発 な家 族 を担 当 して いた。伝 道 の

召 しが来 て， 宣教 師 訓練 セ ン ター に 入 って間

もな く， ポー ル はそ の うちの一 家族 が 神殿 に

参 入 し， 結 び 固め の儀 式 を受 け た とい う知 ら

せ を受 けたの であ る。 「これ を聞 いて私 は励 ま

され， 一 生 懸命伝 道 しよ う とい う気 にな り，

スペ イン語や レ ッスン プラ ン を学 ぶ こ とに も

意欲 が湧 い て き ました。 私が伝 道 活動 で味 わ

っ た最 初 の実 は 本 当に甘 い もの で したか ら，

私 は単 に立 派 な宣 教 師に な るだけ で な く， そ

れ以 上 の もの を 目指 そ う と心 に決 め ま した」

と彼1よ言吾る。

奉仕 の機 会

ア ロン神権 定 貝会 の主 な 目的の ひ とつ は，

大切 な奉仕 の 場 を提供 す ることである。 「ア ロ

ン神権 定 員会 ガ イ ドブ ッ ク」 に は， 会長 会が



この よ うな定 員 会活 動 を計 画準 備 で き る よ う

訓練 す る方 法が 記載 されて い る。

ソル トレー ク ・ウ イル フ ォー ドス テー キ部

グラ ン ドビュー ワー ド部 の場 合 を例 に とって

み よ う。 ここの教 師 定 員会 は 人知 れず に奉 仕

す る とい う活動 を して い る。 これ には普 段 あ

ま り積 極 的 で ない定 員会 会 員 も興 味 を もって

参加 してい る。 あ る時 ワー ド部 の若 い男性 会

長 が 根菜 類 を貯蔵 す るため の穴 を掘 って いた。

す る と定 員会 の 少年 た ちは夜 の 問 にそ の仕事

を終 え， 後 に カー ドを残 して帰 っ た。 その カ

ー ドは
， コー トの え りを立 て帽子 を深 くか ぶ

っ た男の 影絵 に 「グラ ン ドビ ュー ワー ド部 の

まぼ ろ し団」 とサ イン した もの で あ った。

彼 らは ま た母 親 の助 け を借 りてパ ンや パ イ

を焼 き，近 所 の家 の 玄関先 に 置 い て立 ち去 る

ので あ る。ほ かに も道 路 の雪 か き を した り，

病 人 にお 見舞 い カー ドを送 った りす る。 忙 し

い教師 定 貝会 の会 長 自身 も奉仕 の 報 い を得 た。

定 貝会 会 貝の ひ と りが 秘か に 定貝 会会 長 の 自

転 車 を修理 し， 「まぼ ろ し団」の カー ドを残 し

て行 ったか らであ る。

ツー ソン ・ア リゾナ 第11ワ ー ド部の マ イ ケ

ル ・モー ラー監 督 は， 自分 の ワー ド部 の 祭司

た ちは 外 出の で きな い人 々に定 期 的 な奉仕 活

動 を行 な って い る と語 る。 彼 らは 日曜 日に そ

の よ うな 人た ちの もと を訪 れ， 短 い聖 餐 の儀

式 を執 り行 な った り， 親睦 を深 め た りして い

る。「これ は青 少年 が 自らの責 任の重 大 さを知

る とて もよい機 会 です。 そ して， それ は成 人

の方 々 に とって も とて も有益 な場 とな っ てい

ます 」 とモー ラー監 督 は言 う。

青 少年 は， 意義 深 い奉 仕 活動 を経 験 す る こ

とに よって， 人 の ため に どの よ うに 自分 を捧

げ た らよいか を学 ぶ の であ る。 ユ タ州ペ イ ソ

ンの14歳 の教 師 デー ル ・ドレ イパ ー 兄弟 は犠

牲 を払 うこ とを喜 び としている。 「犠 牲 を払 う

こ とは 素晴 らしいこ とだ と思 い ます。主 の ため

に働 いてい るとい う気持 ちになれ るか らです 。」

その ほか の祝 福

ア ロン神権 は ，若 い男性 の生 活の あ らゆ る

面 に影響 を及ぼ す。 ア イ ダホ州 ナ ンパ の17歳

の祭 司 バー ト ・マ クナ イ ト兄弟 は，神 権が 父

親 と自分 との関 係 に よい もの を もた らしてい

るこ とを知 るよ うにな った。 「ぼ くは神 権 につ

い て父 といろ いろ話 し合 い ます。 生活 の 中か

ら誘 惑 を払 いの け る方法や 主 に どの よ うに信

頼 をお いた らよいか につ い て も話 し合 い ます 。

そん な 時， それ 以外 の こ とで も気 楽 に話が で

きるの です 。ぼ くに とって 父は友達 です。」

ア ロ ン神権 の 時の 様 々な経 験 は また， 若 い

男性 が結婚 や 父 親 と しての備 え をす る上 で大

いに役 立 ってい る。事 実， 指 導性， 伝 道，奉

仕 に つ いて学 び なが ら，将 来 家長 とな った時

に求 め られ る責 任 感， 協調 性， 犠 牲的精 神 な

ど を身に つけ て い くの であ る。若 い男性 また

は ア ロ ン神 権 定 員会 に求め る もの は これで十

分 だ ろ うか。

いや まだ まだ十 分で は ない，とスペ ンサー ・

W・ キ ンボー ル大 管長 は語 る。 「私 た ちは，教

会 の若 人に， 奉仕 を通 じて霊 を成長 させ る有

意義 な こ とをなす 機会 を絶 えず提供 す る必要

が あ る。 若 人は普 通， 有 意義 な こ とをなす機

会が数 多 く与 え られ たか ら とい って教 会か ら

不活 発 にな る こ とはな い。福 音が 人々 の生 活

の 中で生 きてい る こ とを 自分 自身の 目で確 か

め た青 少年 は， 王 国にお け る 自分 の義務 をお

ろ そか に した り， 果 た さず にお いた りは しな

レ、 ・・一。・o

私 たち は今，高 貴 な世 代 を育 てている。……

彼 らに は特 別 に果 た さなけ れば な らな い仕 事

が あ る。」(『少年 た ちは 身近 に英雄 を必要 とし

ている』「聖徒 の道 」1976年8月 号 ，pp.358-59)
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良き羊飼いの

代わりに

ダ ー ラ ・ラ ー セ ン ・ハ ン ク ス

乙



マ ー ガ レ ッ トは 赤 ち ゃんの 泣 き声 を聞 き・

重 い 目をゆ っ くりと開け ま した 。筋 肉 は

痛 み， 頭 もす っきりしませ ん。 「悪 い時に 風邪

に か か っ た もの だわ 。」夫 は 出張 中です し，

ふた りの 小 さな息 子 は 食べ 物 をほ しが る こ と

で し ょう。 そ うか と言 って この町 に 越 して 来

たばか りのマ ー ガ レ ッ トには 助 け を頼む 親戚

も友 人 もい ませ ん。電 話 もまだ付 いて い ない

の です 。

マー ガ レ ッ トは起 き上 が り， ふ らつ く足で

子 供 た ちの朝 食作 りにか か りま したが， あ ま

りの つ らさに涙 が でて き ま した。 とに か くや

っ との思 い で 食事 の 支度 を終 え，ベ ッ ドに倒

れ込 ん だ時 には， 熱 と悪 寒 で震 え が止 ま りま

せ ん。2歳 のマ ーチ ン と1歳 の ケ リー は まだ

幼 くて何 もわか らず ，マ ー ガ レ ッ トの体 の上

に乗 って きて遊 ぼ うと します。

10時 頃 に また新 た な頭 痛 の種 が 生 じま した 。

ケ リー に母 親 と同 じ症状 が 出 て きた のです 。

ケ リー は ぐずつ き， 母 親 に ま とわ りつ い てば

か りい ます 。 ケ リー の 熱が 上 が るにつ れ てマ

ー ガレ ッ トの気 力 は な くなってゆ きます
。「自

分 こそ看病 して も らいた い時 なの に， ど うや

って病 気 の赤 ち ゃん を看病 した らい いの か し

ら。」その 時玄 関 の戸 を ノックす る音 が聞 こえ，

マー ガ レ ッ トは助 か っ た と思 い ま した 。だ れ

かわ か りませ んが ， こ うして 困っ てい る有様

を見れ ば きっ と助 け て くれ る と思 った か らで

す 。

熱 っぽ い体 の ケ リー をしっか りと抱 い て，

寝 室か らよ ろめ くよ うに 出て くるマ ー ガ レ ッ

トの ガウ ンの裾 をマ ー チ ンが 引 っぱ る よ うに

してつ い て きます 。戸 口に立 っ てい たの は，

ク ック姉 妹 で した 。彼 女 は前 の週 の扶 助協 会

で親 し くして くれ た， 隣 に住 む教会 員 で した。

「あ あ， ク ッ ク姉妹 ， よ うこ そ来 て下 さい

ま した/」 マ ー ガ レ ッ トの言葉 は途切 れが ち

で した。

「どう も体 の具 合 が よ くあ りませ ん の。 そ

れに， ケ リー に も移 っ た よ うなん です 。」

「まあ
，それ は大変 です わ ね。」クッ ク姉 妹

は続 け て言 い ま した。「きょう，お寄 りしたの

は， 来週 の扶 助協 会 の レ ッス ンでお願 い した

い こ とが あ っ たか らな んです よ。 ご存知 か と

思 い ます が，私，社 会の教 師 なん です 。」 ク ッ

ク姉 妹 はマ ー ガ レ ッ トに，何 か書 き込 んだ用

紙 を渡 しま した。

「ええ
，わか りま した。」マ ー ガ レ ッ トは小

さな声 で答 え なが ら， 目を伏 せ ま した。

クッ ク姉妹 は相変 わ らず に ぎや か な調子 で

続 け ます。 「ど う もあ りが とうご ざいます 。そ

れ じゃ，失 礼 します。 これ か らマ カ リマ ター

姉妹 と訪 問の約 束 が あ る もの ですか ら。 お大

事 にね 。 では， ごめ ん下 さい。」

ドア を閉め るマ ー ガ レ ッ トには， た だ 自尊

心 か ら丁 寧 な言葉 を返 す しか あ りませ んで し

た。

彼女 は うつ ろな面持 ちで居 問へ戻 り， ケ リ

ー を抱 いた ま ま ソファー に腰 をお ろ しま した。

気 を しっか り持 た なけれ ば と思 い直 し， 震 え

る 手に握 りしめ て いた紙 に 目をや りま した。

す る とそ こには 見 出 しに太線 で 「わ た しの 小

羊 を養 い な さい」(ヨ ハ ネ21：16)と 書かれて

い ま した。 何 とい う皮 肉な 巡 り会わせ で しょ

う。思 わず 笑 いが こみ あ げて き ま したが， 目

に は い っぱい 涙が あふ れ ま した。

私 た ちは， 周囲 の 人々の 本 当の必 要 を見落

とした り， 見過 ご した りす るこ とが 日に何度
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あ るこ とで し ょう。'私た ちが優 先順 位 の判 断

を誤 った ために， どれ だげ の小 羊 が 食物 を与

え られ な い まま床 に就 いて い る こ とで し ょう

か。 い ざとい う時 には こ ぞって 援助 を申 し出

るのに， 人々の生 活 の小 さな危 機， それ も劇

的で ないだ けで， 現 実度 ，切 迫 度， 重要 さの

どの点 をとって みて も決 して劣 る わけ で はな

いの ですが， そ うい う小 さな危機 を私 た ちは

見逃 しが ちです 。 多 くの 人が 教 会 の既定 の プ

ロ グラムに専 心す る余 り， 人間 の基 本 的必要

を満 たす予期 しな い機 会 が巡 って きて それ に

気づ か ずに 見過 して しまい ます 。 自分 の して

い る善 い こ とを数 え上 げて満 足 してい る一 方

で， 残 念なが ら善 い こ と を行 な う とい うそ も

そ もの定 義 を完全 に は理解 して い ない よ うに

思 われ ます。

数 年 前ユ タ州 立 大学 の イ ンス テ ィテ ユー ト

の クラスで， ひ とりの素晴 ら しい教 師が 感銘

深 い レ ッス ン を して下 さい ま した。 彼は 生徒

たちに， 福音 に本 当 の意味 で 従 うため に ，実

行 して いる事柄 を全部 あ げ させ ま した。 リス

トの大半 は， 「定例 集 会に 必ず出席 す るよ うに

してい る」， 「知 恵 の言 葉 を守 って い る」， 「聖

典 の勉強 を して いる」， 「毎 日祈 って い る」 な

ど とい った答 えで した。 ところが 教師 は， リ

ス トに あが った事柄 の ほ とん どは 福音 に従 う

こ との準備 にす ぎず， 本 当の意 味 で福 音 に従

って い るこ との証 明に は な らない と言 い ま し

た。

教会 の集 会 で どん なに 多 くの レ ッス ンや 話

を聞 き， 語 っ た と して も， そ こで学 ん だ 原則

が私 たちの 行動 に 反映 され なけ れば ，正 義 を

行な って いる こ とには な りませ ん。 正 直に つ

いて の レッス ン を100回 聞 い た と して も，仕
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事 の上 で正 直 を貫 き通 すの は不 可能 だ と考 え

て い るな らば， 教 会 で過 ごす時 間 に何 の益 が

あ るで し ょうか 。

知 恵 の言 葉 を きちん と守 っ てい て も， その

こ とで 知 恵の言 葉 を守 って い ない 人 よ り自分

の方 が 勝れ て い る と考 えて い るな らば， また

聖典 の知 識 が どん なに豊 か で あって も行 な い

に愛 や 寛容 が 欠け てい るな らば， 私 た ちは パ

リサ イ人 と何 ら違 わな いの では な いで し ょ う

か。

た とえ普段 の祈 りを して いて も， み業 を行

な う力 と導 きを もた らす 主 との相 互 交流 が な

けれ ば， 私 た ちは キ リス トに従 う者 の 中に必

ず しも数 え られ ませ ん。病 人や 悩 む 人の救 い

を求 め て熱 烈に祈 った として も， 忙 し過 ぎて

耳 を傾 け るべ き子 供や ，助 け を欲 して いる病

人に か ま っこ とが で きなけれ ば， そ れは単 な

る言葉 にす ぎな いの です 。

読 み，聴 き，集 会 に出 席 し， 人に良 い 印象

を与 え るだけ で は不 十 分 です 。最 も大切 な こ

とは主 の子 供 た ちの ため に働 き， 主の 子供 た

ち と共 に積 極 的 に奉仕 す る こ とで す。 ヤ コブ

の 手紙 に こ う記されて います。 「御 言 を行 う人

に な りな さ い。お のれ を欺 い て， ただ 聞 くだ

け の者 とな っては いけ な い。」(ヤコブ1：22)

み 言葉 を行 な うとは， 自分 の周 囲 の 人々に 十

分心 を配 り， 彼 ら を参 画 させ ， 見せ か けや 弱

点 を越 え て心 の奥底 を見 る こ とです 。 それ は，

困 って い る人 を助 け るため に， 自分 の予 定 を

変 更 し， 不 都合 を甘 ん じて受 け， 必 要 であ れ

ば約 束 をも後 回 しにす るほ どの思 いや りを示

す こ とです 。

言 うまで もな く， 律法 に厳 格 に従 うこ とは

大切 です し， それ でこ そ律法 の精 神 を知 るこ

♂



とが で き ます 。救 い主 は こ う言 われ ま した。

「それ もしなけ れば な らな いが， これ も見 の

が して はな らない。」(マ タイ23：23)

多 くの末 日聖徒 が ， この よ うな心 か らの 関

心 に よって 人生 を変 える よ うな体験 を してい

ます 。 これ か ら紹介 す る話 は実 際 に あっ た話

です 。名 前 だけ は仮 の名 を使 わせ て いた だ き

ます 。

ロー ソン姉妹 は 講演 と旅 行， その ほか雑 用

で忙 しい毎 日を送 ってい ます 。 そ う したあ る

夜 ， ロ ン グビーチ ステー キ部 の若 い女 性 た ち

に道徳 につ いての 講演 を しま した。 その 中 に

彼女 の話 に胸 を打 た れて ， いて も立 って もい

られ な くな った ジ ョイ ス とい うひ と りの女性

が い ま した。

集 会後 ， ロー ソン姉 妹 の 周 りに は話 を した

い女 性 た ちが 集 まって きま した。 ジ ョイ スは

その 中 に 入って 行 く勇気 もな く， さ りとて 立

ち去 るこ と もで きず に， ひ と りで座 って い ま

した。 そ してみ ん なが帰 った後 も， 後 ろの 目

立 た ない席 で じっ と待 って い ま した。 す でに

夜 も遅 くな ってい ました。 ロー ソ ン姉妹 は疲

れ切 って い ま した の で， 少 しで も早 く家族 の

待 つ家 へ帰 りた い と思 ってい ました 。 これか

らか な りの距 離 を ドラ イブ して帰 らなけ れば

な らなか っ たか らです 。

ステー キ部 の指 導者 たちが 電灯 を消 し， 建

物の鍵 をかけ 始め ま した 。 ジ ョイ スは そわ そ

わ します が， なか な か決心 が つ き ませ ん。 ロ

ー ソ ン姉 妹が 机 の上 の もの を ま とめ て い る間

も何 度か 帰 って しまお うと腰 を浮かせ ま した

が， ど うして も帰 るこ とが で き ませ ん で した。

そ こで意 を決 した よ うに ロー ソン姉 妹 の方 を

向 くと，早 口で こ う言 い ま した。「ロー ソン姉

妹 ，す み ませ んが ， お話 して もよろ しいで し

ょ うか。」 ロー ソ ン姉 妹 は疲 れ も忘 れ， ジ ョ

イ スの腕 を取 って建 物の正 面 にあ る階段 の所

へ連 れ てい くと， ふ た りで話 し始め ま した。

ジ ョイスは 少 しずつ 心の 思 い を打 ち明 け ま し

た 。彼女 は 取 り返 しのつ か ない重 大 な過 ちを

犯 す ところで した。 しか し， ロー ソン姉 妹 の

助 言 と助 け に よ って， その過 ちを避 け る こ と

が で きた ので した 。

ジ ョイスの家 は ロー ソン姉 妹 の家 とは 反対

方 向 に80キ ロ も行 っ た所に あ りました。 そ こ

で ロー ソ ン姉妹 はその 晩， ジ ョイ ス を送 って

往 復160キ ロ車 を走 らせ る こ とに な りま した。

その 道 々， 彼 女 は ジ ョイスの気 持 ち を聞 き，

ジ ョイ スの 身に な って考 え， ジ ョイ スが今 行

なお う としてい る こ とが どん なに重 大 なこ と

か をや さ し く説 い たの です。 ジ ョイ スは車 を

降 りる時， 自分 の問 題 を両親 に打 ち明 け，二

度 とそ の よ うな窮地 に陥 るこ との な い ように

す る と約束 しま した。

それ か ら何年 か経 って， ロサ ンゼ ル ス神 殿

で ロー ソン姉妹 の もとに ひ と りの美 しい花 嫁

が 駆け 寄 って きま した 。「私 を覚 えてい らっし

ゃい ます か。」 花嫁 が尋 ね ま した。 「ジ ョイス

です。5年 前， ガーデ ン グロー ブ で重大 な過

ち を犯す ところ を救 って いた だい たあの ジ ョ

イ スです 。 ロー ソ ン姉 妹が ， あの晩 ，私 の話

を聞 い て助 けて下 さっ たおか げで， き ょうこ

うして正 しい方法 で結 婚 で きるの です 。」

主 の小 羊 を養 う時 に大 きな喜 びが 得 られ ま

す 。 そ して 今 日ほ どその よ うな謙遜 な羊 飼 い

が必要 とされ てい る時はあ りませ ん。「御 言 を

行 う人 に な りな さい。 おのれ を欺 いて， ただ

聞 くだ けの 者 とな って はい けな い。」
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質 疑 応 答

リン ジ ー ・R・ カ ー チ ス

カ リフ ォル ニ ア ・オー クラ ン ド伝 道 部 長

「私 はこれ まで いつ も祈 る よう に と

教 え られ て きま した 。 しか し， しば

しば祈 リの 答えが 得 られ な いよ う に

感Uら れ るの です 。 自分 な りに信 仰

を持 ち， ふさ'わしい生 活 を して いる

つも りです が ，一 体 どう した らよ い

ので しょうか 。」

多 くの 方々 が同 じよ うな問題 を抱 えて い ま

す 。私 たち はだれ で も， 祈 りの答 えが 得 られ

ず に悩 み 苦 しむ こ とが あ る と思 い ます 。 それ

は私 た ちが 困難な状 況 に ある時 です 。 万事 う

ま くい って いれば， 祈 りが 答 え られ るか ど う

か心 配 な どしない のが普 通 です 。 どころが ，

困ってい る時や 特別 な助 け が必要 な時 には ，

特 に熱心 に祈 りの 答 え を求 め ます。 そ して ，
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本誌の解答 は問題解 決の一助 と して与え られた もので

あ り，教会 の教 義 を公式 に宣言 するものではあ りませ

ん。

答 えが得 られ な い と， ます ます 助 けが必 要 に

思 えて き ます 。

そ の よ うな状 況 に置かれれば， 「父 なる神様

どこにおいでですか」，「私 の祈 りをお聞 きで し

ょ っか 」 と問 いた くなるの も無理 か らぬ こ と

です 。

この よ うな疑 問 に答 え るには， 神 が不 変 の

御方 で あ る こ とを思 い起 こす 必要 が あ ります 。

神 は無分 別 で気 ま ぐれ な御方 で はあ りませ ん 。

前 もって定 め られ た原 則に従 って万事 を動 か

してお られ るの です 。私 た ち を決 してひ と り

に は しない とい う約 束 を与 えて下 さった こ と

を忘 れ ては な りませ ん。

そこ で私が 思 うに， 祈 りの 答 えが得 られな

いの は， 主 に問題 が あ るので は な く， 問題 は

求 め て い る私 た ち， もし くは その 内容 に あ る

よ うです 。

祈 りの 答 え を遠 ざけて い る共 通 の問 題は何

で し ょうか 。 その ひ とつ は，性 急 に求 め過 ぎ

る こ とです 。私 たち は祈 りの答 えが す ぐに与

え られ る もの と考 え るこ とが あ ります。 しか

し， 主 は その よ うな約 束は してお られ ませ ん

し， しば ら く時 間 を置 いた 方が私 たち のため

に な るこ ともあ るのです 。祈 り終え て， 直 ち

に， あ るいは一 日， 一週 間， また一 カ 月た っ

て も答 えが 得 られ ない と，私 たちは す ぐに，

主 が祈 りに 答 えて下 さ らな いの では な いだ ろ

うか と思 い込 ん で しまい ます 。 もちろん， こ

れ は重大 な誤 りです 。祈 り続 け れば， 答 え を

得 られ る と約 束 され て い るのです 。 しか し，

祈 り求め な くと も答 え を下 さ る とか， 祈れ ば

即 座 に 答 えて下 さる とい う約 束 はあ りませ ん 。

2番 目の 問題 は， 注意 して聴 こ う としない

こ とです 。私 たちの五 感 は いつ も外部 か らの



刺激 の渦 の 中に さら されて い ます 。 ひ ざまず

い て祈 れ ば床 の感 触 が， 腕 を組 め ば， その 感

触が 残 ります 。 また，家 の 前 を走 る トラ ック

の騒 音， 窓 ガ ラス を打つ 雨音 ， 部屋 のす み で

時 を刻 む時 計の 音 な ど も耳 に 入 ります 。 これ

で は，霊 的 に十 分 な静 け さ を得 て， 主 が語 り

か け られ る事 柄 を聴 くこ とが 困難 に な るの も

無理 あ りませ ん。 しか し， 主 のみ 言葉 を聴 く

努 力 を しなけ れば， 情 況 は一層 悪 化 して しま

い ます 。私 た ちは感 情 を込 め て真 心か ら声 を

出 して祈 って は い ます が，祈 り終 わ る とす ぐ

に布 団 に潜 り込 ん だ り大急 ぎで会 社へ 出か け

た り， 祈 った こ とに関 係 の ない話 を家 族 とし

た り して い ます。

この よ うな状態 で， ど うして主 か らの 答 え

に耳 を傾 け るこ とが で きるの で しょ うか 。最

良 の状 態 で霊 的 な交 わ りを持 つ方 法 を習得 す

るに は， 実践 と忍耐が 必要 です。 重 ねて 申 し

ます が， 問題 は主 に あ るの では な く， 私 た ち

の側 に あ るの です 。主 は惜 しみ な く私 たちに

答 え を与 え て下 さ る と思 い ます。 しか し， 私

た ちが聴 こ うと しなけれ ば， あ る いは心 の波

長 が合 わなけ れ ば， その 答 え を受 け られ ませ

ん し，理解 す るこ と もで きませ ん。 そ の結果 ，

本 当の問 題 は私 た ちが聴 か ない こ とに あ るの

に， 主 は祈 りを聴 いて下 さ らない と思 い込 ん

で しま うの です 。

この よ うな外 的 な妨 げだ けで な く， 内的 な

妨 げ も排 除 し， み た まを感 じる時間 を取 る よ

うにすれ ば， 答 え を聴 け るよ うに な ります 。

この ほか， 祈 りの 答 え を得 よ う とす る時，

どの よ うな 点に 注意 す れば よ いで しょ うか 。

第1に ， 私 た ちに代 わ って 主が すべ て を行 な

って下 さ る と考 え ては な らな い こ とで す。 オ

リヴ ァ ・カウ ドリは主 か ら特別 な啓示 を受 け

て， こ の原 則 を学 び ま した。 主 は次の よ うに

述 べ て お られ ます 。 「見 よ， 汝い まだ悟 らず 。

汝 はひ たす らわ れに願 い し時 は これ を与 え ら

るるな らん と思 え り。」(教 義 と聖約9：7)

それ か ら， 主 は願 い求 め る過程 につ いて 説

明 して お られ ます。 まず 心 の中 でその 問題 に

つ いて よ く思 い計 り， 関 連す る様 々 な要 素 を

吟 味 し，結 論 を出 します 。 その上 で， 主 に承

認や 指 示， 勧告 な どを祈 り求 め るの です。

第2に ， 「求 むべ きにあ らざる もの を」(教

義 と聖 約8：10)求 め ない よ うに注意 す る こ

とです 。 時々私 た ちは， 最善 の 利益 をもた ら

さな い こ とを主 に 願 い求 め て し まいます。 そ

の よ うな場 合， 主 は思 いや りの あ る御 方 です

か ら， 願 い を受 け 入れ て は下 さい ませ ん 。 し

か し， そ の願 いが 強す ぎる と， 私 た ちは 自分

の 求め る答 え以 外に は まった く耳 を貸 さな く

な ります 。 これ は よ く見か け る状態 です 。主

は害 に な る もの を与 え よ うとは され ませ んの

で，結 局 私 た ちの方 は少 しも祈 りに答 えて下

さ らな い と思 い込 ん で し ま うのです 。

第3に ，祈 りの答 え を得 るため に進 んで行

動 す るこ とです 。借 金か ら逃 れ られ るよ うに

祈 りなが ら， だ れか が奇跡 的 に訪 れて必 要 な

金銭 を与 えて くれ るの をただ座 って待 って い

る だけ では， 失望 を味 わ うだけ で しょ う。 そ

の よ うな祈 りをす る場 合 は， 借金 を返 済 で き

るよ うに 自 ら一 生懸 命 に働 か なけ れ ばな りま

せ ん。心 の正 しい 人々 の とこ ろへ 導か れ る よ

うに と祈 る宣教 師 は， みた まに導 か れ るま ま

に 自ら足 を運ば なけ れ ばな りませ ん 。 また，

証 が得 られ るよ うに祈 り求 め る人々 は，聖典

を研 究 し， 戒め に従 って生 活す る こ とに よ り
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自らの責任 を果 たさ なけれ ば な りませ ん。

第4に ， 答 えが与 え られ た時 に， それ を認

識 で きるよ うに な るこ とです。 これ まで お話

した事 柄 をすべ て行 なっ てい なが ら， 主が 告

げ よ っ として お られ るこ とを聞 き取 れ な い人

が い ます 。 この よ うな人 々の 問題 は， 主 のみ

声 を知 らな い とい うこ とにあ る よ うです。 つ

ま り， 祈 りの 答 え を受 け た時 に どの よ うな感

覚が働 くか を知 らな いの です 。で すか ら， 答

えを受 け て もそれ を認 識 で きな いわけ です 。

祈 りの 答 えは様 々 な方法 で与 え られ ます 。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは何 度 もみ使 いの訪 れ を受

け ま した。 モーセ は燃 え る しばの 中か らの主

の み声 を聴 き ました。 夢 の中 で示 現 を見 る人

人 もい ます。正 直 にお 話す れ ば， 私 は その よ

うな夢や 示現 を見た こ と も，幕 の か な たか ら

語 りかけ る声 を実 際 に聴 い たこ ともあ りませ

ん 。 しか し， 私 は イ ノス の次 の言 葉 に共感 を

覚 え ます 。「私 が この よ うに精 神 こめて祈 っ

て い る中に， ごらん… … 主の御 声 が私 の心 に

聞 えて仰せ にな った 。」(イ ノス10)

これ は普通 ，主 が私 の祈 りに答 えて下 さる

方 法です 。主 は オ リヴァ ・カウ ドリに， 「汝の

心 を内 に燃や さん」(教 義 と聖 約9：8)と 言

われ ま した。 この気持 ちは 人に よ りそれ ぞれ

異な ってい る と， 私 は理解 して い ます。 あ る

人は胸の 中 に温か い もの を感 じ，またある人は

心 の高 揚 を覚 え ます 。 さ らに別 の気持 ち を感

じる人 もい ます 。

しか し，忘 れ て な らない のは， 主 が 多 くの

人々 に告 げ てお られ るよ うに，主 が祈 りに 答

えて下 さる方法 は心 を内に 燃やす こ とただ ひ

とつ では ない とい うこ とです 。 ジ ョセ ブ ・ス

ミス， オ リヴ ァ ・カ ウ ドリ， ハ イ ラム ・ス ミ
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スに授 け られ た啓示 の 中で， 主 は祈 りの答 え

と して 「悟 りを開か しめ 」， 「心安 かれ と告 げ」，

「汝 の智 と情 とに告 げ」， 「汝 に悦 び を充 さん 」

と述 べ て お られ ます(教 義 と聖約6：15，23;

8：2;11：13-14参 照)。 主は 私 たちの 状態

に最 も適 した方 法 で語 られ るの です 。 そ こで

私 た ちは， み た まが共 にい て下 さる時や ，主

が 語 りか けて下 さる時 に， どの よ うな気 持 ち

を感 じるか を知 ってお くこ とが 必要 です 。

時 には祈 りに対 して 否定 的 な答 え を受 け る

こ とが あ ります 。 その よ うな答 え は，心 が 次

第に鈍 くな る(教 義 と聖 約9：9参 照)，暗 い

気 持 ち を感 じる，不安 に なっ て落 ち着か な い，

な どのか た ち を とって表 わ れ ます。

私 の説 明は わか りに くいか と思 い ます が，

だれ で も一 度 な らず実 際に 経験 してい る こ と

で し ょう。私 た ちが正義 に 基づ い て主か らの

助 け と勧告 を求 め る時 に， これ までお話 した

原 則 を心 に留め るな らば， 祈 りの 答 え を受 け

てそれ を解 釈す る能 力 が増 し加 わ る こ とで し

よ つ。

私 た ちの御 父は 無慈 悲 な御方 で は あ りませ

ん し， 不 親切 な御 方 で もあ りませ ん。私 たち

を愛 し， 私 たちの 成長 と進 歩 を願 って お られ

ます。 私 た ちの祈 りに喜 ん で 答 えて下 さい ま

す 。 イエ スの 弟ヤ コブ を通 して，主 は次の よ

うに約 束 してお られ ます。 「あなたがたの うち，

知 恵 に不 足 して い る者 が あれ ば， そ の人 は，

とが め もせ ず に惜 しみ な くすべ て の 人に与 え

る神 に， 願 い求め るが よい。 そ うすれ ば与 え

られ るであ ろ う。

ただ， 疑 わ ないで， 信仰 を もって願 い求 め

な さい。」(ヤ コブ1：5-6)



オ ー ・キ ン ・ヤ ン ・キ ャ ン テ
(優：しい心)

これは実際にあった話を小説風に書き直したものです 。

母の名前は 「優 しい心」という意味です。私は母の名前から

人生で一番大切な教訓を学びました。

イ ：ボ ン ヌ ・P・ レ ン プ

私 たちが住んでいるネバダ州の小さな町で
は， 人 が母 をバ ー ジニ ア と呼 んで い ます

が， 母 の本 当の 名前 は オー ・キ ン ・ヤ ン ・キ

ャ ンテ といい ます。 オ ー ・キ ン ・ヤ ン ・キ ャ

ンテ とい うの は， イ ンデ ィア ンの 言葉 で 「優

しい心 」 とい う意 味 です。 この イ ンデ ィア ン

の名 前は母 に ぴ った りです 。母 は 日の 出前の

春 の朝 の よ うに穏や か な 人 です。 そ れで い て

自分 で決 め たこ とは必 ずや り遂 げ， いつ も人

を助 け る こ とばか り考 えて い ます 。母 はいつ

も人生の 恵み に心 か ら感 謝 して い ます 。

私 の 父は 白人で，何 年 も前に亡 くな りま し

た。 そ れか ら とい うもの，正 式 な教 育 を受 け

た こ との ない母 は，生 計 を立 て るため に必死

で働 い て き ました。 私 たち母 子 は別 居 して暮

ら しま したが， それ は両 親の 結婚 が原 因で は

な く， 貧乏 のせ い で した。私 た ちの よ うな家

族 はほ か に もた くさん いて， 町 の 人たち も親

切 で優 し く， 人種差 別 もほ とん ど見 られ ませ

ん で した 。

今か ら12年 前 の こ と，宣 教師 が メ ッセー ジ

を携 えてや ってき ま した。そ こで私 の母 オー ・

キ ン ・ヤ ン ・キ・ヤ ンテは その優 しい心 を動 か

され， 素 晴 らしい理解 と洞察 力 を得 て， 外か

ら見て もわ か るほ ど変わ っ たの で した。愛 と

平安 に満 ちた母 の態 度 は とて も際 立 ってい ま
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した。

それ は仕事 の 中に もは っ き り と現 われ て い

ます 。毎 週 月 曜 日に な る と， 母 は ウ ィル ソ

ン夫 人， ブ ラ ウン夫 人， デ ク ロイ夫 人の 家 を

掃 除 します。 火 曜 日には ドレーパ ー夫 人 とブ

ラ ッ クバー ン夫 人の ため にア イロ ンかけ を し，

水曜 日に はプ ラ イ ス 夫 人 の 家 を訪 れ ます 。

プ ライス夫 人は数 年前 に卒 中で倒 れ， 半 身不

随 の状 態で， とて も貧 しい生 活 を送 って い ま

した。プ ライス夫 人 は毎週 ， 「来週 こそ きっ と

助 けて いた だ いた分 はお 支払 い します」 と言

うの ですが， そ の都度 母 は こ う答 えるの です 。

「先週 余分 にい ただ きま したの で
， お代 は ま

だ結構 です。 お 金の こ とは気 に な さ らない で

下 さい。」母 がプ ライヌ、夫 人か ら報 酬 を受 け取

った こ とが ない こ とは私 もよ く知 って い ま し

た。母 は プラ イス夫 人に は今助 け が 必要 で あ

り， しか も， 彼女 の誇 りを傷 つけ ない よ うに

す るこ とが大切 だ とい うこ とを優 し く私 に告

げ ま した。 「優 しい心 」 の持 ち主 で あ る母 は，

その両 方 を忠実 に行 な ったの です 。

水曜 日は ほか に も特 別 な こ とが あ りま した。

扶助協 会の集 会 が ある 日だ ったか らです 。母

は姉妹 た ち と親 し く交 わ る こ とが 大 好 きで し

た。 「ね え， 考 えて もご らん 。学 校 に行 った

こ と もな い私 が， 天 国の よ うな遠 い 所の こ と

につ いて教 えて下 さる 人た ち とこ う してお話

で きる。集 会に 出て い る時 も帰 って か ら も，

自分が 大切 な 人間 なんだ っ てつ くづ く感 じる

の。」そ う言 って母 は扶助 協会 で教 わった讃 美

歌 を一 週間毎 日の よ うに 口ず さむ の で した。

木曜 日に な る と，母 は 町 に一 軒 しか ない店

の奥の部 屋 を掃 除 し ます 。袋や 箱 を動 か す の

は非常 に骨が 折 れ ま した が， これ 以上 に収 入

の良 い仕 事 はあ りませ ん で した。

金曜 日に は 人々の繕 い 物や 縫 い物 をし ます 。

土曜 日にはパ ー テ ィー の お菓子 を焼 きます。

そ して 日曜 日は休 息 の 日です 。 日曜学 校 と聖

餐会の 間の午 後 の時 間，母 は 私が 本 を読 む の

を熱心 に聴 いて い ます 。母 の 旺盛 な知 識 欲 に

もっ と応 えてあ げれ ば よか った と今 で も思 う
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ほ どです 。

あ る 日学 校 の友達 か ら， 一緒 に 歩 いて いた

あの レー マ ン人 はだれ です か と何 気 な く尋 ね

られ た時 に， 私 は生涯 で最 も大 きな誘惑 を受

け た気 が しま した。一 緒 に歩 いて い たのは ，

母 です 。 その 時 とっさに私 は， 自分 は 白人で

通 る と感 じま した。別 に 隠すつ も りは なか っ

たの です が， 私 は 「ああ， あ の 人は オー ・キ

ン ・ヤ ン ・キ ャンテ よ」 と言 って ご まか し，

話 題 を変 え て しまい ま した。

その こ とは ， ソル トレー ク ・シテ ィー の 看

護 学校 へ 通 うこ とに な って荷造 りを始 め た時

に も私 の 脳裏 か ら離れ ませ ん で した。私 を看

護 学校 へ入れることな ど母 の力では到 底達 成 で

きない と思 って いたの で， こ うして実 際に 行

け る よ うに な った こ とは私 たちに とって大 き

な喜 び で した。私 は一 生 懸命 に勉 強 し， 学校

が好 きでた ま りませ ん で した 。や が て産 科 の

夏季 ア ルバ イ トの話が あ り，私 は それ を引 き

受 け る こ とに しま した。私 の帰 省 を とて も楽

しみ に して いた母 も快 く賛 成 して くれ ま した 。

そ して， その ア ルバ イ トで 学 費 を支払 うこ と

が で きた の です。

そ の年 の秋 ， 同 じ故 郷 の町か ら， あ る娘 さ

んが学 校 に 入 るこ とにな って， その家族 が 私

の母 も一 緒に 連れ て来 た い とい って き ま した 。

その家 族 の ソル トレー クの親戚 の家 に は， み

んなが 泊 まれ る部 屋が 十分 あ る とい う こ とで

した。 そこ で， なか なか承知 して くれ なか っ

た母 も私 に会 い たい一 心 で一緒 に 来 るこ とに

な りま した。

とこ ろが私 の方 は， 母 に会 いた い とい う気

持 ちよ りも， ふ た りが 一緒 に い る所 を見 られ

た くない とい う思 いの 方が 強か ったの です 。

私 は 自分 に 自信 が なか ったの です 。 それ で 学

校 で は 人気者 で あ り， しか もア リゾナ 出身 の

レーマ ン人の 良 い友達 が あ りなが ら， 自分 が

イ ンデ ィア ン との 混血 で あ るこ とはだ れに も

言 ってい ませ ん で した。

母 は町 に着 く と電 話 をか け て きま した。 落

ち着 いた 声 で したが， どこ とな く疲 れ た様子

(29ページに続 く)
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あい ふ つ ふ

む か し･と ∫ も愛 しあっている夫婦
がいて,子 どもが ほ しくてた まり

ねん

ま せ ん で し た 。 で も,な ん 年 た っ て も
め ぐ』

なか なか子 どもに恵まれ ませ ん。ふ た
てん ぷロ あた

りは天父に,子 どもを与 えて くだ さる
いの

よ うに と,祈 り ま し たdそ し て,天 父

は そ の 祈 りに,こ た え て くだ さ っ た の

で す 。･

ひ でん わ

ある 日,こ の夫婦 に電話が かか って
とお まち あか よ う し

きて,遠 くの町 に,赤 ち ゃん を養子 に
だ し

出 したい夫婦が いる と知 らせ て きまし
き たい

た 。 さ っ そ く,期 待 に む ね を ふ く ら ま

くるま

せ て,ふ た りは 車 に の り こ み ま し た 。
つ い え はい へ や

町に着 き乳あ る家に入Pま した。部屋
はい おお なか

に 入 る と,大 き な ベ ッ ドの ま ん 中 で,

ちい ま

小 さな赤 ちゃんがふた りを待 ってい ま
ひと め み

し た 。 一 目見 て,夫 婦 は,そ の 小 さ な .
おとこ す

男の子が好 きに な りました。ふた りは
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つ か え じ ぶん

赤 ちゃん を連れて帰 り,自 分 の子 ども
そだ はな あ

と し て 育 て よ う と,話 し合 い ま し た 。

しんぱ い

で も,ひ とつだけ心 配な ことがあ り
ほ ん と う セ

ました。 それは,こ の赤 ちゃん を本当
じ ぶん

に 自分 たちの子 どもにす ることがで き

るだ ろ うか とい うこ とで した。 まず,
ほうりつ

.夫婦 は 法 律 に よ?で,こ の 赤 ち ゃ ん を

･･な こ ､し ら養
り こ とが で き る か ど っか,調 べ ら れ

る の で す 。 ふ た りが 愛 しあ っ て い る か,

か てい

りっぱで しあわせ な家庭 を もって いる
じゅうぶん か ね

か,そ して,養 うに十分 なお金が ある

か ど うか を,調 べ られ るの です。
じ かん

その ため に,時 間がかか ります。赤
き も つよ

ちゃんを愛するふ ､たりの気持 ちは,強

くなるばか りです。 とうとう,こ の夫

婦管･養 孜 してもよいというき･か

が 出され ま した。 こ うして,赤 ちゃん
たいせつ

は,夫 婦 に とって とて も大切 な子 ども

』

司
.
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ス テ ィ ー ブ･ス タ ンプ

とお

ノ､ム ス ター の ホ セ ア が 通 りか か る と･

ヘ ビ の サ ミー が ,い そ が し そ う に
ふる かわ 　

古 い 皮 を ぬ い で い る と こ ろ で し た 。

｢ハ ハ ハ ッ
。 サ ミー,な ん だ い お か

だ

し な か っ こ う し て 。 か い こ が,は い 出

す み た い じ ゃ な い か 。｣と,ホ セ ア が い

い ま し た 。

はる ふる かわ

｢春 になる と
,ヘ ビは古 い皮 をぬ い

あたら き

で,新 し く着 グ え る ん だ 。｣

ふる
｢ど う し て だ い

。 古 い の だ っ て に

あ っ て た じ ゃ｢な い か 。｣
まい とし せいち ょう ちい

｢毎年 ,成 長す るか ら,小 さ くな る
とう あい だ ふる かわ

ん だ 。`冬 み ん し て い る 間 に,古 い 皮 の

した あたら

下に,新 しいのが できているんだ。
はる め ふる

春に 目をさます と,古 いのは カラカラ

で,お なか の ところか ら やぶれ るん

24

這

まいねん う

だ 。 毎 年,生 ま れ か わ

.る み た い ざ 。｣･

きみ

羅

｢1

凋 ぢ蟹 と
かわ

｢た い へ ん だ ね
。 君 の 皮 は,騨 ㌶

の,び な い の か い 。ほ ら,こ ん な ふ うに 。｣1

ちい まる かお

と,ホ セ ア は 小 さ な 円 い 顔 を,プ ッ と ピ
だま

ン ポ ン玉 の よ う に ふ く ら ませ ま し た 。

｢だ め だ よ
。 わ か ら て な い ね 。 ぼ く

きみ

のは,君 のみたいにのびや しないんだ。
いわ うえ

とが った岩や あつ いす なの上 をはった
は

り,あ ら い ぐ ま の バ ニ ー の す る ど い 歯
み まも つ よ

か らも身 を守 るために,強 くな くちゃ
す こ

い け な い ん だ か ら ね 。｣と,少 し お こ っ ､

た よ う に,サ ミー は い い ま し た 。
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キ ャ ロル･カ ペ ル

あか

赤 ちゃんカン烹ルーは･ス ㌃ ンに
のる くらい小 さいって,信 じられ

ほんとう う

ますか。本当なんです よ。だって,生

まれたての カンガルー は,1セ ンチ く
お も か あ

ら い で,'重 さ は な ん と1グ ラ ム,お 母
たいじゅう まんぶん

さんの体重 の3万 分 の1な んですか ら。
う

カ ン ガ ル ー.は,オ ー ス ト ラ リア 生 ま れ

あかいろ いちばんおお

で,赤 色 の カ ン ガ ル ー が,一 番 多 くい

ます 。
け いろ

毛が な く,ピ ン ク色 を した赤 ち ゃん
こ ほん

カンガルーや子 どもカンガルー は,本

騨

あんぜん

の うて きに,お 母 さんの安 全 なふ くろ
じ ぷん はい

に 自分で入 ります 。お母 さんのおなか

のふ くろに,い っ し･う け脚･,箭
あ し つか

足を使って入るのです。(ふ くろめ ある
どうぶつ ゆ うたい るい

動物の ζとを,有 袋類 といい ます。)

赤 ちゃんはふ くろに入 ると,お 母 さ

んのお っぱいにす いつ きます 。 自分 で
の ちか ら

は,･ま だ 飲 む 力 は あ り ませ ん が,お 母

くち なか

さんには 赤ちゃんの口の中に ミル ク

26

い とくべつ きんにく

を入れ ることので きる .特 別な筋 肉の
はたら

働 き が あ る の で す1。

げつ.

6カ 月は,お 母 さんに くっついた ま
そ く

まです。赤 ちゃんには,ち っ息 しない
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で した。 なに しろこれ まで，家 族 の葬 式 でネ

バ ダ州 の レ ノへ2回 出か けた き りで， 家か ら

180キ ロ以 上遠 くへ 出かけ た こ とが な い の で

す 。私 は タクシー で その家 へ行 き ま した。 緑

の 屋根 の大 きな 白い家 で した 。生 垣 は きれ い

に 刈 り込 まれ， 庭 もよ く手 入 れ され てい ます 。

その上 ，使 用 人 まで い ます 。 これ ほ どの大 金

持 をこれ まで 見 た こ とが あ りませ ん で した。

私 は， ち ょう ど ドア を入 った所 で待 って い た

母 と抱 き合 い ま した。 初め て 見 る母 の涙が 瞳

に光 って い ま した。

とこ ろが， 家の 人 た ちが そん な私 た ち を見

て， とて も驚 い た よ うで した 。恐 ら くこれ ま

で レー マ ン人 を見た こ とが なか った の で しょ

う。私 は実 の 娘 であ りな が ら， 彼 らの 目 を見

た時， 一 瞬母 か ら離 れ たい気持 ちに襲 われ ま

した 。

ネバ ダか ら来 た友 人た ちは 早速 相談 を始め

ま した。 その 結果母 は， あ らか じめ予 定 され

てい た 台所 では な く， 食 堂 で私 た ち と一 緒に

席 に着 き ま した。 私 は食事 の 間， 彼 らでは な

く自分 の母 のた め に，屈 辱 と恥 で顔 を赤 らめ，

ひ と り孤 独 をか み しめ て い ま した。

その夜 ，母 は枕 と毛 布 と粗 末 な寝 台 をあて

がわ れ て台所 で寝 ま した 。

ネバ ダの友 人 た ちは2，3日 観光 す る こ とに

して い たの ですが ， それ を取 り止め て翌 朝帰

るこ とにな りま した。母 は神 殿 を見 るの を楽

しみ に して い ま したが， それ も果 た す こ とが

で き ませ ん で した。私 は 言 う言葉 もあ りませ

ん で した。 しか し母 は私 の顔 を赤 か っ色 の手

で そっとな で なが ら，こ う言 い ました。 「イボ

ンヌ，一 生 懸命 頑張 っ て立 派 な人に な って よ。

私 に親切 に して下 さ った この素 晴 らしい皆 さ

ん の よ うに ね。」母 は心 の底 か らそ う思 って い

た のです 。私 は 鋭 く胸 を刺 され る思 い が し ま

した。母 が帰 った後 ，私 は ひ と りで泣 き続 け

ま した 。

翌 年 の夏， 帰 省 した私 は友 達 か ら，母 が ソ

ル トレー クか ら帰 った後 ， 手の込 んだ 美 しい

ベ ッ ドカバー を作 って いた こ と を知 らされ ま

した。 友達 は私 へ のプ レゼ ン トだ ろ うとい う

の です が， 私 はそ んな もの を見 た こ とも， 聞

いた こ ともあ りませ ん で した。

あ る晩 寝つ け ない ま まにベ ッ ドか ら起 き

て み る と，母 が 薄 明 りの下 で何 とも素 晴 らし

いベ ッ ドカバー を編 ん で い るで は あ りませ ん

か 。 白い枠 の 中に赤 と ピン クの バ ラが散 りば

め てあ り， その 周 りを小 さな緑 色の葉 が 包ん

で い る図柄 で した 。

「まあ
，お母 さん!」 私 は叫 び ま した。 「そ

れ， 私 の?」

「いい え。」

私は そ れ以上 聞か ない方 が よい と思 い まし

た。

私が 学校 に帰 る準備 をして い る と，母 もそ

のベ ッ ドカバー を丁寧 に たた んで箱 に 入れ て

い ま した 。「これ を，ソル トレー クで泊め て い

ただ いた お家 の皆 さん に届 け てお くれ でな い

か い。 お礼 の しる しにね。」

私の 目には 涙が あふれて きま した。「あの 人

たちは 母 さん に冷 た くした 人たち よ。何 よ，

あの偉 ぶ った態 度 は。 何 もあ げ る必 要 なんか

ない わ。」 私 は くや し くて 泣け て き ました。

しか し母 は優 しくこう言 うのです 。「私 は教

会 員 よ。 いつ も良 い こ とを教 わ ってい るわ。

赦 さな くち ゃ。不 親切 に 親切 を もって報 い る

機 会 はそ れほ どない と思 うの 。私 は救 い主や

教 会 の 人た ちが こ う して ほ しい と思 わ れ るよ

うなこ と を した いの よ。悪 い気 持 ち を抱 い て

は いけ ないわ 。 あの方 た ちの ため に祈 り，助

け るこ とです よ。」

私 は横 を向 きま した。 涙が静 か にほ お をつ

た って落 ち ま した。母 は 彼 ら を赦 したばか り

で な く，母 を恥 じた私 を も赦 して くれ て いた

の です 。 で も，私 は どうすれ ば そん な 自分 を

赦 す こ とが で きるで しょ う。

優 しい母 は も うひ とつ の プ レゼ ン トを私 に

用意 して くれ ま した 。私 に レーマ ン人の名 前

と白人の 名前 を付 け て くれ たの です。 その レ

ーマ ン人の 名前 は .「トワニ カ」。 「進 んで努 力

す る」 とい う意味 で す。
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人 の行 く末 を

左 右す る決定

十二使徒 定員会会員

卜一 マ ス ・S・ モ ン ソ ン

青 少年 は今 日，重 大な決定の時 に直面 している。現代 の世界 は，

お とぎの国でも， 夢の世 界で もない。常 に最善 を尽 くす ことが

要求 される競 い合 いの世界であ る。そ して， も し最善 の努 力を

結集 する ことがで きるな らば，必ずやそれ は報い とな って返 っ

て くるであろ う。

私 たちは次のよう榊 聖な真理をよく覚え
て お くこ とが 必要 です。 つ ま り，神 の律

法への従 順 は 自由 と永遠 の生 命 をもた ら し，

不従川頁は束縛 と死 を招 くとい う真 理 を。

歴史 は小 さな決 断 に よ って変 わ る と語 った

人が い ますが ， 人の 生涯 につ いて も同 じこ と

が言 え ます 。私 た ちの生 涯 は， 私 た ちの下 す

決定の いか んに かか って い ます 。 言 い換 えれ

ば， 日々の決 定 が 人の行 く末 を決 め るの です 。

決定 には 永遠 の結 果 が伴 い ます 。例 えば，

予言者 ノアの時 代 の 人々 は， ノア が箱 舟 を造

るの を見 て，笑 い， あ ざけ りました 。 しか し，

雨が 降 り始 め， しか もそ の雨 が一 向 に止 み そ

うにない の を見て， あ ざけ り笑 うの を止 め ま

した。彼 らは神 の予 言 者 の教 え に反 す る決定

を下 したの です 。 そ の決 定 の代価 として 自分

の命 を失 うこ とにな っ たの で した。

レーマ ン とレ ミュエ ル の決 定 につ い て も同

じことが 言 え ます 。 レー マ ン とレ ミュエ ル は，

出かけ て行 って， レー バ ンの 真鍮 版 を手 に 入
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れ る よ うに と命 じられ ま した。 その命 令 に彼

らは ど う応 えた と聖典 に 記 されて い るで しょ

うか 。 彼 らはそ の命令 が 「むつ か しい こ とだ

と言 っ て不平 を鳴 ら」 し， 命令 に 従 わな い こ

とに しま した。 そ して祝福 を失 った のです 。

しか し， ニー ファ イは その命令 を受 けた 時，

次 の よ うな言葉 で それに応えています 。 「私 は
おこな

主が 命 じた も うた こ とを行 って行 う。」(1ニ

ー フ ァイ3： ，7)そ う言 っ て，ニ ー フ ァイ は

命令 に 従 い ま した。 そ して， 従順 の もた らす

祝福 を得 たの です。

また14歳 の 少年 が， 「知 恵に不 足 して い る

者 が あれ ば， その 人は， とがめ もせ ず に惜 し

み な くすべ て の人 に与 え る神 に， 願 い求 め る

が よい」(ヤ コブ1：5)と い う言葉 を読 ん で

決 心 した こ と を考 えて みて下 さい。 彼 はヤ コ

ブの手 紙 に あ る言葉 を試み てみ よ っと決 心 し，

森 に 入 って祈 りま した。 それ は取 るに 足 らな

い さ さいな決 定だ っ たで しょ うか。 い い え，

これ こ そ全 人類， 特 に末 日聖徒 イエ ス ・キ リ



ス ト教 会 の会 員すべ てに影 響 を及ぼす 決 定 だ

ったの です 。

さ らに13世 紀 に， モ ン ゴル 民族 が モ ン ゴ リ

ア を発 ち， 現在 の トル コや イラ ンー帯 を征 服

し， ヨー ロ ッパ まで侵 略 して きた時， ひ とつ

の重 大 な決 定が 下 され ま した 。 モ ンゴル 民族

は ウ ィー ンの城 門 を前 に して立 って い ま した 。

西欧 とその文 明の 滅亡 の 日は間 近 に迫 ってい

ま した 。モ ン ゴル軍 の指 導 者 スベ ダ イ汗 は，

軍隊 を率 い て西 欧文 化 を壊 滅せ ん と態 勢 を整

え てい たの です 。 ところが， その 時予期 せ ぬ

こ とが起 こ りま した。 モ ン ゴルか らの使 者 が，

オ グダ イ汗 の死 の知 らせ を携 えて きた の です。

スベ ダ イ汗 は この ま ま軍 隊 を進 め て， 西欧諸

国 を征 服 す るか， それ ともモ ン ゴルに帰 って，

西 欧征 服 の野 望 を捨 て るか， どち らか の決定

を しなけ れ ばな りませ ん で した 。瞬 時 の決定 ，

しか しその結 果 は測 り知 れ な いほ ど大 き な意

味 を持 って い るの です 。

第二 次世 界大戦 の 記録 を読 む と， こ の時代

の最大 の 決定 は， ア イゼ ンハ ワー 将 軍 と上級

将 校 た ちが フ ラン スの ノルマ ンジー侵 攻 を決

意 した こ とか も知 れ ませ ん。 ドイ ツ軍の 将校

た ちは，連 合 軍 の上陸 地 点 は カレー の海岸 に

間違 いな い と信 じて疑 い ませ ん で した。 そ し

て強 力な 軍隊 をカ レー 海岸 に集結 させ ，上 陸

して くる軍隊 を海 に追 い返す 計画 で した。 し

か し， この防御 作 戦 は失 敗 で した。連 合 軍は

ノルマ ンジー に上 陸 し， かん 木 の間 を縫 って

進 軍 して きたの です。 そ して， ドイツ軍 が反

撃 を開 始す る前 に，海 岸 線か ら遠 く進 攻 して

いた のです 。 こ うして第二 次世 界大 戦 はに わ

か に終 結 の途 をた どる こ と とな りま した。 ひ

とつ の決定 が 行 く末 を決 め たの です 。

青 少 年 の皆 さん も含 め て， 私 た ちは皆， 時

として きわめ て重要 な決定 を下 さ なけれ ば な

らな い こ とが あ ります 。 私 た ちが 下 す決 定 は，

ノルマ ンジー の海岸 に 上陸 した り， ウ ィー ン

の 城 門に 向か って モ ン ゴル 軍 と共に立 つ よ う

なこ とで ない か も しれ ませ ん。 また， ノア の

時代 の 人 々の よ うな命 をか け る決 定 の場 に立

た され るこ と もないか もしれ ませ ん。 しか し，

若 人の み な さんは様 々 な場 にあ って物事 を決

定 しなけれ ば な りませ ん。 しか も， その決定

は どれ も皆 とて も大切 な ものばか りです。

最 も重 要 な決 定 を3つ 挙 げ る とした ら， そ

れ は何 で しょ うか。 まず1番 目に，私 た ちは

だ れ を信 じるか とい うこ とです。2番 目に，

だ れ と結 婚 す るか とい う決定 です 。3番 目に，

私 の生涯 の仕 事 は何 か とい うこ とです。

第1に ，私 たちは だれ を信 じれ ば よいの で

し ょうか 。 天父 を信 頼すべ きだ と， 私 は思 い

ます 。私 た ちは皆 ， イエ ス ・キ リス トのこの

福 音 が真 実か ど うか 自分 自身 で確 かめ る責 任

が あ ります 。モ ルモ ン経や その他 の標準聖典

を読 み， そ の教 えに 従 って， それ を よ く知 る

必要 が あ ります 。聖典 に， この教 え を行 な う

者 は これ が神 か らの ものか ， 人か らの ものか

わか る であ ろ う と約 束 されて い るか らです。

この 問 いか けは， 測 り知 れな い結果 を もた ら

す か らです 。

1959年 か ら1962年 まで， 私 は カナ ダの トロ

ン トに本 部 を置 くカナ ダ伝 道部 を管理 す る特

権 を与 え られ ま した 。 そこで私 とモ ンソン姉

妹 は，450名 の素晴 ら しい若 い 男女 と共に働 き

ま した。 その 間 にモ ン ソン姉妹 が経 験 した非

常 に意 義 深 い出来 事が あ ります の で， ここで

少 しその こ とに触 れ てみ たい と思 い ます 。 あ

る 日曜 日， いつ もは忙 しい伝道 本部 です が，

その 日は モ ン ソン姉妹 しか い ませ んで した。

す る と電 話が 鳴 り，電 話 の向 こ うか らオラ ン
なま

ダ言化りの 声 で こ う尋ねてきました。 「そ ち らは

モル モ ン教 会 の本 部 ですか 。」モンソン姉妹 は，

トロン ト付近 で は ここが 中心 にな って います
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私 たちの生涯 は，私たちの下す決定

のいか んにかか って います。

が，何 かお勘 け す るこ とで もご ざい ます か と

問 い返 しま した。す ると電 話 の相 手 の方 は こ

う言 い ました。 「え え，私 た ちオ ランダか ら来

たの ですが， モルモ ンの こ とを耳に した もの

ですか ら。 私 たち， モル モ ンにつ いて もっ と

知 りたいの です 。」モンソン姉 妹 は良 い宣 教 師

らし く，「そうですか 。喜 ん でお手 伝 い した い

と思 い ます 」 と答 え ました。 優 しい声 の 相手

の婦 人は こ う言 いま した。「今 ，子 供 た ちが水

ぼ うそ うに かか って い ます 。 そ れで， 子 供 た

ちが よ くなる まで待 って い ただ け るの で した

ら，喜 ん で宣教 師の訪 問 を受 け た い と思 い ま

す。」モンソン姉妹 は 後 日宣 教 師 を送 るこ とを

約束 して，電 話 を切 りま した。

モン ソン姉 妹 は大喜 び で， 本部 の ふ た りの

宣教師 に言 いました。 「皆 さん，素 晴 ら しい求

道者 よ。」宣教 師 たち もす ぐに訪 問 を約 束 して

くれ ま した。 しか し， 一部 の 宣教 師が よ くす

る よ うに， このふ た りの宣 教 師 も訪 問 を引 き

延 ば したの です。 一 日が一 週 間 にな り，一 週

間が数週 間 に な りま した 。モ ン ソ ン姉 妹 が，
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「長 老 たち， 今晩 は あの オ ラン ダ人の 家族 を

訪 問 してい ただ け ます か」 と尋 ね る と， き ま

って こ う返 って くるの です 。 「すみ ません 。今

晩は とて も忙 しい もの です か ら。 で も必ず 近

い うち に訪 問 します。」それか ら2，3日 して，

モ ン ソン姉 妹 が再 び尋 ね ます 。 「あのオランダ

人の 家族 は いかが です か。 今 晩に で も訪 問 し

てい ただ けますか 。」す る と再 び次 の よ うな返

事 です 。 「ええ，今 晩 は忙 し く無 理 です が，訪

問 予定 を組ん でお きます。」つ いに モン ソン姉

妹 は しびれ を切 らしてこう言 い ま した。 「もし

今 晩， あの オラ ンダ 人の家 族 を訪 問 で きな い

よ うで した ら， 私 と主 人 のふ た りで訪 問 しま

す 。」 長老 た ちは あわ てて， 「今 晩， 訪 問す る

よ う計 画 します」 と答 え ま した。

こ うして宣教 師 は， 愛 にあふ れ る家庭 を訪

れ ，家 族 の 人々に福 音 を教 えま した。 そ して，

家 族全 員が 教 会員 に な りま した。 その 家族 と

は， ジ ェイ コブ ・デ ィエ ガー一 家 です 。デ ィ

エ ガー 兄弟 はす ぐに長 老定 員会 の会 長 に な り

ま した。 その 後， 彼が 勤め て い るフ ィ リップ



ス社 は彼 をメキ シ コに転勤 させ ま した。 そ の

地 で彼 は，教 会 の ため に傑 出 した働 き をし ま

した。 後 にデ ィエ ガー 兄弟 は オ ラン ダで副伝

道部 長 として幾 人か の伝 道 部長 に仕 え， さ ら

に十 二使 徒 地 区代表 に も召 され ま した 。 そ し

て現 在， 七 十 人第一 定 員会 会員 に 召 され， 東

南 ア ジアの代 表 役 貝 と して働 いて い ます。

こ こで こ うお 尋 ね した い と思 い ます 。宣 教

師が デ ィエ ガー 一家 を訪 問 したの は，重 大 な

決定 で は なか った で し ょ うか。 モ ン ソン姉 妹

が， 「も しあな た方 が行 か なければ，私 た ちが

行 きます」 と言 っ たの は， とて も大切 な決 定

で はなか った で し ょうか 。 また，カ ナ ダの ト

ロン トにある伝道 本 部 に電話 して， 「宣教 師 を

送 って い ただけ ませ んか 」 と言 ったの は， デ

ィエ ガー 家 に とって大切 な 決定 で は なか った

で しょ うか 。私 は， これ らの決 定が 単 にデ ィ

エ ガー 家 だけ でな く，他 の 大勢 の 人々 に永 遠

の影 響 をもた らす こ と を証 します 。 なぜ な ら，

彼 は この福 音 を英語 ， オ ラ ンダ語， ドイ ツ語，

スペ イン語， イ ン ドネ シア 語 で教 え られ る人

で あ り1そ して現 在， 中国 語 で福音 を宣べ伝

え られ る よ うに勉 強 して い るか らです 。私 は

こ う皆 さ んに お尋 ね したい と思 います。 「私 た

ちはだ れ を信 じて い るの で し ょうか」 と。

私 たち の改宗 は デ ィエ ガー 兄弟姉 妹 の よ う

に劇 的 な もの では な いか もしれ ませ ん。 しか

し各 人に とって等 し く重 大 で， 末長 く影響 を

与 え る こ どな の です。確 か に これ は重 大 な決

定 です 。私 たちは 今一 度， 真理 を探 究 す る私

た ちの 責任 を よ く考 えて み よ うでは あ りませ

んか。

次 に第2の 質問 ， 「だれ と結 婚 するか 」とい

うこ とで すが ， この こ とに関 して私 は ど うし

たか 説明 したい と思 い ます 。 ユ タ大学 で一年

生 の ため め ダ ンスパ ー テ ィー が あ り， 私 は ウ

ェ ス ト高校 出身 の女性 と踊 って い ま した。 そ

の 時， イー ス ト高校 出身 の ひ と りの女性 がパ

ー トナー と踊 って い るの が 目に 入 りま した
。

そ の女性 は フ ラ ンシス ・ジ ョンソン といい ま

したが， 当時私 は彼女 の こ とを知 りませ んで

した。 けれ ども私 は一 目見 て， 彼女 と話 をし

てみ た い と思 い ま した。 しか し， 彼女 は踊 り

なが ら， 私 の視 界か ら消 え，私 たちは その ま

ま3カ 月ほ ど会 う機 会が あ りませ んで した。

とこ ろが ， あ る 日， ソル トレー ク ・シテ ィー

の東13番 南2番 街 通 りで電 車 を待 って い ると，

そ こで あの女 性 を見 かけ ました。私 は一 瞬 自

分 の 目 を疑 い ま した。 ダ ンヌ、パー テ ィー で 見

か けた あの 女性 が， 別の 女性 とそれに若 い 男

性 と立 って い るの です。 しか も連 れの 男性 は

かつ て 同 じ学 校 に いた こ との あ る人 です 。 し

か し，残 念 なが ら私 は彼 の名 前 を覚 えてい ま

せ んで した 。私 は どうす べ きか決心 しなけれ

ば な りませ ん。 私 は考 え ま した。 「これ は 勇

気 の いる決 心 だぞ。 ど うす れば いいり だろ う

か 。」 その瞬 間，心 の中 に次 の言葉 が浮かんで

きました。 「決定 の時 が 来た 時に は，準備 の時

はす で に過 ぎ去 ってい る。」

私 は 勇気 をふ りしぼ り， 当た って砕 け よ う

と思 い ま した。 私 は連 れの 男性 の方へつ かつ

か と歩 いて 行ってこ う言 い ま した。「こんにち

は， ところで君 は， 僕 と同 じ学校 に通 って い

なか ったか い 。」 ところが彼 も， 「君 の名前 を

思 い 出せ ない んだ け ど」 と言 うのです 。 そこ

で 私 た ちは互 いに 名前 を紹 介 し合 い ま した。

それか ら彼は， 後 に私 の妻 となった その女性

を紹介 して くれ たの です。 その 日，私 は 自分

の 住所 録 に フラ ン シス ・ビバ リー ・ジ ョン ソ

ン を訪 問す るこ とを書 いて お き ま した。 そ し

て，実 際 に訪 問 した のです 。 この決 定は これ

まで私 が行 なっ た中 で最 も重要 な決 定 で した。

若 人の皆 さんは， 自分 の生 活 の中 で これ と同

じよ うな決定 を しなけれ ば な らない こ とがあ
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る と思 い ます 。そ して， だ れ とデー トす るか

ではな く， だ れ と結 婚す るか を決め る非常 に

大切 な責任 を負 ってい るの です 。

ブルー ス ・R・マ ッコ ンキー長 老 は， 「正 し

い人 と，正 しい時 に，正 しい所 で， 正 しい権

能 に よって結婚 す る こ とほ ど重 要 な もの は な

い」 と述べ て い ます 。 皆 さんが あ ま りに も性

急 に婚 約す るこ との ない よ うに と願 って い ま

す。 私 たちは 皆，結 婚 しよ う と思 っ てい る 人

をよ く知 り， ふ た りが 共通 の 永遠 の 目的 を心

に描 き， 同 じ道 を 目指 してい る こ とを確 認す

るこ とが 大切 です 。

次に3番 目の質 問， 「私 の生 涯 の 仕 事 は 何

か」 とい うこ とですが ，私 は この よ うな 質問

を して くる帰還 宣教 師 に これ ま で何度 も助 言

して きま した。宣教 師 は しば しば 自分 の伝 道

部長 に倣 う傾 向が あ ります 。伝 道 部長 が教 育

者 であ れば， 大勢 の宣 教師 が教 育 者 にな ろ う

とします 。伝 道部 長が ビジネ スマ ンであ れば ，

宣教 師 のほ とん どが ビ ジネ ス を勉 強す る よ う

にな ります。 また， 伝 道部 長 が医 者 であ れば，

宣教 師 の 多 くは医 者 にな りた い と考 え るよ う

にな ります。 と言 うの も， 人 は元 来， 自分 が

尊敬 し，敬 愛 す る人に倣 いた い と望 む か らで

す 。帰還 宣教 師や 若 人に与 える私 の助 言 は，

皆 さんが 楽 しめ る分 野 で生 涯 の仕事 を見 いだ

せ るよ うに，研 究 し，備 えて ほ しい とい うこ

とです。 なぜ な ら， 皆 さんは 自分 の生 涯 の大

部分 をその分 野 で過 ごす こ とに な るか らです 。

しか も， それ は知性 を磨 き， 自分 の才 能や 能

力 を最大 限に 生か す こ との で き る分野 で なけ

れ ばな りませ ん。 そ して， 最終 的 に 自分 の伴

侶や 子供 た ち を養 うた めに 十分 なお金 を得 る

こ との で きる分 野 で なけれ ば な りませ ん。 こ

れ だけの仕 事 を見つ け る こ とは とて もで きな

い とお っ しゃるか もしれ ませ ん。 しか し， こ

れ らの 条件 は私 たちが一 生 の仕事 を選 ぶ上 で
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とて も大切 な こ とです 。 ここに， デ ビ ッ ド ・

0・ マ ッケイ大 管長 が 好ん で用 い られ た言葉

が あ ります 。 「それ を行 な うか行 なわないか決

め るの は君 だ。 は るかか なたの 目的 に挑 戦す

るか， 現状 に満 足す るか決め るのは 君 しか い

ない。」(ク リン トン ・T・ ホ ー エ ル， 更聖It's

uptoYou"Z)6s忽 ηノ∂7L勿 伽g『 君 次第 だ』

「人生 の設 計」p .30)

また準備 をよ く行 な う こ とに よって ，考 え

る力 と決 断力が 養 われ ます 。私 た ちの 中に は，

自分 の失敗 の 言 い訳 を しよ う とす る人が 大勢

い ます 。 第二次世 界大 戦の初 頭， 連合 国 側 の

指 導者 の ひ と りに英 国 の ス リム 子爵 が い ま し

た。 彼は この戦 争 中に ひ とつ の 非常 に重 大 な

決 定 を し ました。 彼は 終戦 後 しば ら く経 って，

この1940年 ， カ ラ トウム での戦 闘 で下 した決

定 を振 り返 って 次の ように語 りました。 「計画

が 失敗 に終 わ っ た 多 くの将 軍 と同 じよ うに，

私 もい ろい ろな言 い訳 をす るこ とが で きま し

た。 しか し私 は， その 失敗 の理 由 はた だひ と

つ ，私 に あ る と思 い ま した。私 の 眼前 に2つ

の 行動 計画 が示 された 時，私 は 優秀 な 司令 官

が とる よ うな 勇気 あ る道 を選 び ませ ん で した。

私 は別 の道 を選 び ました。怖 かったか らです 。」

皆 さん は恐 れ るこ との ない よ うに してい た

だ きたい と思います 。皆 さんが， 「私 は化 学工

業 の勉 強 をす るほど頭が よ くないの で それ ほ

ど一 生 懸命 勉強 しな くて も よい分野 を選 び た

い と思 い ます」 な どと言 うこ どの ない よ うに

願 っ てい ます。 困難 な 道に挑 戦 し， 自分 の才

能 を十 分に 活用 す る よ うに して い ただ きた い

と思 い ます 。天 父 は必 ず皆 さん が その責 任 を

果 たせ るよ うに して下 さ るはず です 。 た とえ

つ まず き， 期待 した成果 を上 げ る ことが で き

な くて も， 落胆 しては な りませ ん。 立 ち上 が

って も う一 度努 力す るこ とです 。

チ ェス ター ・W・ ニ ミッツ海 軍大将 の 経験
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につ いて 考 えてみ ま しょ う。 海軍 少 尉 として

学 校 を卒業 した後 ，初 め て彼 に与 え られ た の

が ，古 ぼ け た一 隻 の駆 逐艦 で した。艦 名 をデ

カチ ャー と言 い ま した。 ニ ミッツ少尉 にで き

る こ とは， まず この古 ぼ け た駆逐 艦 を航 海が

で きる よ うにす る こ とで した。 そ して最初 の

航 海 の 日， 彼 は船 を座 礁 させ て しまい ま した。

直 ちに彼 は軍 法会 議 にか け られ ま した。 しか

し，ニ ミッツ将 軍 は一 度 の失 敗 で くじけ る よ

っな 人で はあ りませ んで した 。彼 は どう した

と思 い ます か 。 その失 敗 を教 訓に して，世 界

最 強の 海軍 力 をほ こ る太平 洋艦 隊 の 司令長 官

にな った のです 。 立 派な 人は た とえ失 敗 して

も くじけ ない こ と を， 彼 は私 た ちに示 して く

れ たの です 。

私 はだ れ を信 じた ら よいの で し ょ うか 。私

はだれ と結婚 す れ ば よい ので しょ うか 。私 の

生 涯の 仕事 は何 で しょ うか 。私 た ち は神 の助

け な しに はいか な る決 定 もで きませ ん。 しか

も私 た ちが 努 力 し， 願 うな らば， 天 父の導 き

はす べ ての 人に与 え られ るはず で す。 教義 と

聖約 第9章 を読 ん で理 解す るよ うに お勧め し

ます。 この聖 句 は よ く見過 ご しに され ますが，

私 た ちに とって 大切 な教訓 を与 えてい ます。

私 た ちが重 要 な決 定 を下 そ う とす る時， 予言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミスを通 して主 が勧 告 され た

よ っに， 天父 の導 きを求め るこ とです。 主は

この 第9章 の 中 で，予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

を通 して オ リヴ ァ ・カ ウ ドリに こ う勧告 して

お られ ます 。

「見 よ， 汝 い まだ悟 らず 。汝 は ひたす らわ

れ に願 い し時 は これ を与 え らる るな らん と思

え り。

され ど見 よ， われ汝 に告 ぐ， 汝心 の 中に よ

く思 い計 り， その 後願 うこ とも し正 しか らば

汝 願 わ ざるべか らず。願 うこ と正 しか らば，

その時 わ れ汝 の心 を内に燃や さん。 これ に よ

りて汝 に その正 しきを感ぜ しむ 。

され ど もし願 うところ正 しか らず ば， かか

る感 な くして汝 の心 は 次第 に鈍 くな り， そ は

つ いに 悪 の悪 た る を忘 れ しむ るに 至 ら ん。」

(教 義 と聖 約9：7-9)

これ が， 今 日私 た ちに与 え られて い る神の

み 言葉 です 。
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皆 さん は こ こ一 番 とい う大事 な時 に見事1こ
し く じ っ て し ま っ た ， とい う よ う な 経 験

が な い だ ろ う か 。 も し そ の よ う な 経 験 が あ る

人 な ら，こ れ か ら 話 す 「あべ こ べ ヘ ン リー 」の

気 持 ち も よ くわ か っ て い た だ け る こ と と思 う。

ヘ ン リー ・マ ー シ ュ ，12歳 。 フ ッ トボ ー ル

の 大 好 き な 中 学 生 で あ る 。 ヘ ン リー が 入 っ て

い る学 校 の チ ー ム が テ キ サ ス 州 で 優i勝 し， 隣

の オ ク ラ ホ マ 州 の 優 勝 校 と シ ー ズ ン最 後 の 試

合 を 行 な っ た 時 は ， 何 もか も う ま くい っ て い

た 。 ヘ ン リー に と っ て ， そ の 日は 記 念 す べ き

日 とな る は ず で あ っ た 。

ヘ ン リー は 第3ク ォー ター ま で フ ィー ル ド

の 片 す み で ， 自 分 の仲 間 が ゴ ー ル 目が け て 走

り， 蹴 り， 投 げ る有 様 を じ っ と 見 て い た 。 第

4ク オー ター に 入 り， 試 合 時 間 も残 り少 な く

な っ て きた 。 ま だ 両 チ ー ム 同 点 で あ る 。 や っ

とヘ ン リー の 出 番 が 回 っ て き た 。 闘 志 満 々 で

あ る 。 相 手 チ ー ム が ゴー ル 目が け て キ ッ ク し

て きた 。 ヘ ン リー の チ ー ム の レ シー バ ー は 必

死 に ボー ル を追 い ， そ れ を受 け よ う と し た 。

とこ ろ が 突 然 思 い が け な い こ とが 起 こ っ た 。

レ シー バ ー が ボ ー ル を こ ぼ し， そ の ボ ー ル が

ヘ ン リー の 腕 の 中 に す っ ぽ り と入 っ た の で あ

る 。 だ れ よ り もヘ ン リー が 一 番 驚 い た 。

フ ッ トボ ー ル を 始 め て 問 も な い 少 年 に ， 一

世 一 代 の チ ャ ン ス が 巡 っ て き た の で あ る 。 大

歓 声 にヘ ン リー は 一 瞬 た じろ い だ が ， そ れ で

もす ぐさま全 速力 で駆 け 出 した。 目の前 には

自分 をブ ロ ッ クす る者 がだ れ もい ない。 まっ

た く信 じられ な いこ とで あ る。 観衆 もまた信

じられ な い とい った風 で あっ た。 それ もその

はず， ボー ル を受 け たヘ ン リー が全 くあべ こ

べ の方 向 に走 って い たか らで あ る。相手 チー

ム も何 が何 や らわか らな くな って しまった。

それ で も とに か く， あ ま り遠 くに行 か ない う

ちに， ヘ ン リー は タ ックル された 。 しか し，

なか なか倒 れ ない の だ。や が て歓声 はヤ ジに

か わ り， そ こで よ うや くヘ ン リー は 自分 が何

を して いたか に気 づ いた。 恥 をか くとは， ま

さに この こ とで あ る。

あれか ら何年 か た ち， 「あべ こべヘ ン リー」

に向 け られ る観衆 の声 も変 わ っ た。今ヘ ン リ

ー の 耳 に こだ ま して い るのは
，1976年 ， カナ

ダの モ ン トリオー ル ・オ リン ピッ クス タジア

ム で， 合 衆 国 を代 表す る選 手 た ち と共 に聞 い

た歓 声 であ る。

中学 でフ ッ トボー ル を始 め て オ リン ピ ック

選 手 に まで な ったヘ ン リーが 私 た ちに教 えて

くれ る もの は， どん な大 きな失敗 を して もそ

れ は問題 で は ない， 大切 な のは そ こか ら立 ち

直 って どこま で成長 す るか であ る とい うこ と

で あ る。ヘ ン リー は中学2年 生 の時 に，州 内

の 陸上競 技 大会 の長 距離 で 第7位 に 入 った。

そ して 中学3年 生 にな る まで， 毎 日16キ ロの

距 離 を走 って きた。 家族 と共 に ハ ワイへ 引っ
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越 してか らも， 州 の クロス カン ト リー で優 勝

した。 しか し， そん なヘ ン リー もすべ て が う

ま く行 ったわ け では なか った 。ブ リガム ・ヤ

ン グ大学 に入 っ た最 初 の年 は， 陸 上競 技 の選

抜遠征 チ ーム か ら外 され て いた。

ヘ ン リー を ど う扱 った もの か考 えあ ぐね て

い た コー チは ， 「障害物 競 走 は どうか 」と言 っ

て きた。 障害 物競 走 とは， 途 中 にあ る幾 つか

のハ ー ドルや 水 た ま りを飛び 越 えて，3.2キ

ロの コー スを走 る厳 しい競 技 で あ る。 その年 ，

ヘ ン リー は この競 技 で全 国の 大学 第7位 に 入

った。ヘ ン リー 自身 に もこの 障害 物競 走 が性

に合 ってい る よ うであ った。

ヘ ン リー ・マー シュは， 伝 道 につ い てあ れ

これ思 い悩 んだ こ とは なか った 。 と言 うもの，

伝 道に 出 るこ とがヘ ン リー に とっ て長年 の夢

だ っ たか らであ る。 召 しが 来 た時 も， ま った

くち ゅ うち ょ しなか った。

2年 間の伝 道 を終 えて帰 って きたヘ ン リー

は，新 し く生 まれか わ って いた 。 筋肉 こ そ幾

分 な まっ てい たが， その 内 には新 たな 力が蓄

え られて いたの で あ る。 そ して そ の力 はヘ ン

リーの あ らゆ る行動 に重 大 な変化 を もた ら し

た。ヘ ン リー はそ の時 を振 り返 りなが ら， こ

う語 って い る。 「も し伝 道 に行か なか った ら，

オ リンピック選手 になれなか った と思 い ます 。」

しか し， 試 しは まだ まだ 続 いた。 当時 は と

て も奨 学金 を受 け られ る力 もなか っ た し， コ

ーチ た ちか ら もあ ま り期 待 され て い なか った 。

しば ら くの間 は， ただ 走 るこ とが 楽 し くて走

って いた ので あ る。 しか し， 疑 問 も湧 い て き

た。 自分 はチー ム に とって 必要 な の だろ うか 。

自分 には才 能が あ るの だ ろ うか 。 こん な こ と

をや って いて一 入前に なれ るのだ ろ うか。

その年 の1月 ， 障害 物競 走 の選 手が新 たに

2名 追加 され る と同時 に，ヘ ン リーは あ っ さ

りチ ーム をやめ た 。 そ して ， 自分 自身 につ い

て もう一度 じっ くりと考 え直 して み た。
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それか ら 自分 に こ う言 い聞 かせ た ので あ る。

「ヘ ン リー ， もし今 ここ でや め た ら， 自分 に

どれ ほ どの力が あ るか わか らず に終 わ って し

ま う じゃな いか 。」 そ れか ら1週 間 後，ヘ ン リ

ー は再 び チー ムに戻 って きた
。

これが， 競 技者 としてのヘ ン リー の転 機 と

な った。 時に は前 と同 じよ うに失敗 す る こ と

もあ った 。 しか し， その度 に少 しず つ進 歩 し

た。 プ レオ リン ピ ックで は，2位 の選手 に22

秒 の差 をつけ て優 勝 し， モ ン トリオー ルオ リ

ン ピ ックでは， ア メ リカ人選 手 の 中で決 勝進

出 を果 た したのは 彼 ただ ひ と りで あ った。

合衆 国 大統 領や 全世 界か ら集 まって きた一

流選手 と共 に技 を競 う。夢 で は ないか とわ が

身 をつ ね っ てみ たほ どで あ った。 成績 は10位

に終 わ ったが ， 自己最 高 記録 を4秒 更新 した。

障害物 競 走 で最 も油が の って くるの は29歳 頃

だ と言 われ てい る。ヘ ン リー は この時 わず か

21歳 ， 出場選 手 の中 では，2番 目の若 さであ

っ た。

そ して1979年7月8日 ， プエル トリコで開

かれ たパ ンア メ リカン競 技大 会の 障害 物競 走

で， この 「あべ こべヘ ン リー」 はつ いに金 メ

ダ ル を獲 得 した 。 タイム は8分43秒5。 自己

最 高 は8分21秒5で あ る。 「生涯 最高 の 日で

す」 とヘ ン リー は語 っ てい た。

それか ら3週 間 もた たな い7月25日 ， ソビ

エ トの スパ ル タキア ー ド大会3 ，000メ ー トル

障害 で も，ヘ ン リー は2つ 目の金 メダル を手

に した。 ソ ビエ トの主 な15共 和 国が 参加 して

開催 された この プ レオ リンピ ッ ク大会 で， ヘ

ン リー が見せ た ラス トスパー トは， 「恐 るべ き

精神 力」 と人 々 を うな らせ た。記 録 は8分28

秒9で あ った。

1980年 の オ リンピ ッ クを前 に して， ヘ ン リ

ー は 自分 の 目標 を簡 潔 にこう述べ ていた
。 「私

の 目標 は， 明 日は今 日よ り も速 く走 る とい う

こ とです。」



「みた まがあれ ま

何 でもできるんです」

ヒ'ラ ・H・ ジ ャ ッ ジ

サ ム'エ ガ ー ズは ・ ヵ リフ ォ ル ニ 鮒1サ ン

タアナ に住 む12歳 の少年 であ る。 あ る 日，

サ ムは何 か考 え深げ に学 校か ら帰 って きた。

母 親 の差 し出 した クッキー を取 りなが ら， サ

ム は言 った 。「お母 さん，学校 でね，新 しい友

だ ちが で きたん だ よ。」

「そ う，それ は よか った わね 。」母 親 の ドナ

は 答 えた。母 親 は， サ ムに ミル クをつ い でそ

ば に腰 を下 ろ した。 「お 友 だ ちって どんな人?

名 前は何 て い うの?」

「マ イ ク ・ウ ィ ッテ ィー 」

「ウ ィ ッ テ ィー?前 に 同 じ学 校 へ 通 っ て

い た あ の 双 子 の 兄 弟?」

「そ うだ よ。 お 母 さ ん 。 あ の マ イ ク とゲ リ

ー だ よ 。 マ イ クは ， ぼ く と 同 じ ク ラ ス に な っ

た の 。」 サ ム の 表 情 は 真 剣 そ の も の で あ っ た 。

「お 母 さ ん
， 彼 は き っ とい い モ ル モ ン に な る

よ。 教 会 に 誘 い た い ん だ け れ ど， 僕 の 力 で で

き る だ ろ う か?」

「も ち ろ ん よ
，サ ム 。」母 親 が そ う言 い 終 わ

39



らない うちに， サ ムは もう表 へ 飛 び 出 して ま

っ し ぐらにマ イ クあ家へ 向 か って い た。気 持

ちは決 まって い たの で，一 分 で も惜 しか った

の であ る。 そん なサ ムの姿 をエ ガー ズ姉妹 は

笑 い なが ら見送っていた。「あの子 は宣 教 師の

よ うだわ。大 き くな った ら， きっ と立派 な宣

教 師 にな るで し ょ うね。」

しか し， 息子 の伝 道 はす でに始 まっ てい た

ので あ る。

「うん， 行 くよ。 何 時だ い?ゲ リー も連

れ てって いい?」 マ イ クは， サ ム の誘 い を心

か ら喜ん でい る よ うで あ った。

「もちろん
，ゲ リー も連 れて お いで よ。」サ

ムは言 った。 「日曜 日の5時 に，家 の角 の とこ

ろで待 って る よ。 い いか い。」

「午 前?そ れ と も午後?」

「午 前に決 まって る さ。」サ ム は答 え た。し

か し， マ イ クが 本 当に その時 間 に来 る とは夢

に も思 わ なか った。

しか しマ イ クは， サム の言 った こ とを本気

に し， 日曜 日の 朝午 前5時 ぴ った りに， 双子

の弟 と一 緒に家 の前 の 曲が り角 で待 って いた。

ふ た りは長 い こ とそ こで待 って い たが， サ ム

が 来な いので あ き らめ て家 に帰 り， 再 びベ ッ

ドに も ぐり込 んだ 。

マ イ クは， あ とでサ ムに 電話 をかけ て， 朝

の5時 に待 って いた こ とを告 げ た。す る とサ

ムは笑 い出 した。 マ イ クはそ れが 冗談 で あ っ

たこ とに気づ い て こう言 った。 「ぼ くもね，少

し早す ぎるん じゃな いか と思 っ たん だ よ。」

その 日の午 後， 聖 餐会 でマ イ クとゲ リーは ，

サムや ほか の執事 たちが聖 餐 を配 るの を じっ

と見 てい た。「お も しろそ うだね 。」 席 に戻 っ

て きたサ ムにマ イ クとゲ リー が さ さや いた 。

「どうす れば， あ あい うこ とが で き るの?」
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「バ プ テスマ を受 けて
，執事 にな らなけれ

ば な らな いんだ 。 あ とで詳 し く教 えて あげ る

よ。」サ ム は小 声 で言 った。

集会 の後 ，サ ム は， 自分 の父 親は教 会 で 副

監 督 を してお り， その ため に壇上 に座 って い

る こ とを説明 した 。マ イ ク とゲ リー は， そ れ

を熱心 に 聞 いて いた。 また， 男性 の 会 貝は12

歳 にな ってふ さわ しければ ，神 権 の執事 の職

に聖 任 され， 聖餐 を配 る特 権が 与 え られ るこ

と も説 明 した。

「神権 って何?執 事 って 何?聖 任 って

何?」

その 夜， マ イ ク とゲ リー はベ ッ ドの中 で，

少年 た ちに神権 とい う特 別 な もの を与 える こ

の新 しい， ち ょっ と違 った教 会 につ いて い ろ

い ろ と語 り合 った。

ほか に も， この教 会 には違 った ところが数

多 くあ る。 まず， 会員 が親切 な こ とで あ る。

何 人かの 少年 た ちは， 「ここに来て一 緒 にすわ

らない」 と誘 っ て くれ た し，大 人 の 人た ち も，

ふ た りの 肩 をた たい て 「よ くきた ね」 と歓 迎

して くれた。

それか ら， 子供 たちが た くさん い て，皆 両

親 と一 緒にす わ って い る。み ん なが よ く握 手

を し， お互 い を知 ってお り， 愛 し合 って い る

よ うで あ った。

まだ 教会 員 でな いふ た りの少年 が， 名 前 し

か知 らな い教会 の集 会 に出席 し よう と， しか

も 日曜 日の朝5時 に待 ち合 わせ の約 束 を して

目覚 ま し時計 を3時 半 に合 わせ る気 に な った

の は なぜ だ ろ っか 。

ふ た りの少年 は こう答 えてい る。 「ぼ くたち

は まだ12歳 ですが ， ど こか の教 会へ 行 きたい

と思 っ てい たの です。 前 に も幾つか の教 会 に

行 き ま した。 そ して， 教会 に は いろ いろ と変



わっ た習慣 の あ る こ とを知 りま した 。 それ で，

サ ム の教会 が 朝 の5時 に始 まるのな ら，とにか

くそ の時 間 に行 って み よ う と思 っ たの です 。」

サ ムの両 親 は このふ た りにつ いて 次の よ う

に語 って い る。 「これ は，マイ クとゲ リー の宗

教 生 活 を とて もよ く表 わ してい るよ うに思 い

ます 。ふ た りは いつ も， よ く準備 して， 必ず

約 束 の時 間 を守 るん です。」

マ イ ク とゲ リー は， 両親 か らバ プテ スマ の

承 諾 を得 るの に3年 か か った。 その 間 も， ふ

た りは そろ って神 権会 ， 日曜学校 ，聖 餐会 ，

ミュー チ ャル な どすべ て の集会 に熱心 に 出席

した 。ふ た りをこ こまで教 会 に引 き付け たの

は，得 られ た温 い友情 もさ るこ となが ら， そ

まだ教会 員 で ないふ た りの 少年 が， 名 前 しか知 らな い教 会 の集会

に 出席 しよ う と， しか も 日曜 日の 朝5時 に待 ち合 わせ の約 束 を して

目覚 ま し時計 を3時 半 に合 わせ る気 にな っ たの はなぜ だ ろ うか 。

れ以 上 にふ た りが， モ ルモ ン経 と， モ ルモ ン

経 が ジ ョセ ブ ・ス ミス に よって翻 訳 され た と

い う事 実 に深 い感銘 を覚 え たカ・らであ る。 ま

た，救 いの計 画 に は畏 敬 の 念 を覚 えて いた 。

そ して， ふ た りは心 か らモ ルモ ン教 会が 真実

で ある と信 じて い たの であ る。

ふ た りは こ う述べ て い る。「ぼ くたちは また，

末 日聖徒 イエ ス ・キ・リス ト教 会 の教 師や 友達

が， ぼ くた ちの 質問 に熱 心 に答 え て くれ たこ

とを感謝 して い ます 。 これ は， これ まで訪 れ

た他 の教 会 とは とて も違 って い ます 。 ほか の

教会 で この よ うな質 問 を す る と， 『神 様 だけ

が御 存知 です 。 私 た ちは知 る必要 が あ りませ

ん』 とお っ しゃ るだけ なん です 。」

マ イ ク とゲ リー は， クラスや 集会 に 出席 し，

福音 につ いて 多 くの こ とを学 んだ。 そ のほ か

エ ガー ズ家 で開 か れ る普 段 の話 し合 い の 中か

ら， 永遠 の 原則 に 関す る深 い知 識 を得 た。

これ は， ふた りの 少年 の熱意 と誠意 に動 か

され たエ ガー ズ家 の 人々が， 週 に一度 彼 らを

家 に招 いて福 音 に関す る話 し合 いを持 って く

れ たか らで あ る。

その うち， サ ム と;こ れ また伝 道精神 の旺

盛 な弟 の ス コッ トまでが， ほ かの友 達 を連れ

て くるよ うに なっ た。エ ガー ズ兄 弟姉妹 は彼

ら も大歓 迎 して くれ た。 その よ うな友達 の 中

に， 不 活発 の家 族 の子 供 た ち も含 まれ てい る

こ とが よ くあ った。

その ように して参加 し始め る と， 今度 は 彼

らが 不 活発 な友 達や ， まだ教 会員 で ない友達

を連 れ て きて も よいか と尋ね るよ うに な った。

この よ うに して次 第に 人数 が 増 え， この家庭

の話 し合 いに何 年 間 も， 毎週20名 以上 の人 々

が 出席す る よ うに な った。

その 話 し合 いに話 題 を与 えたの が，家 庭 の

夕べ の テ キス トで あ る。 エ ガー ズ姉 妹 は，話
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し合 いの前 に行 な う レッろ ンの責 任 を引 き受

けて くれ た。 しか も， たび たび グル ー プの ひ

と りに レ ッス ンの割 り当て を し， 若 人が 経験

や知 識 を増 す こ とが で き るよ うに計 画 して く

れ た。

レ ッス ンの後 ，青 少年 は どの よ うな さ さい

なこ とで も質問 す る よ うに言われていた。 「わ

か らな いこ と， あ るい は気 に なっ てい る こ と

が あったらどんな こ とで も質 問 しな さい。」 彼

・らは常に こ う励 まされ て いた。

「すべ ての 質問 に， 完全 に， しか も丹 念に

答え るよ うに しま した。 いろ い ろな人 々 の意

見 をひ とつ ひ とつ検 討 しま した。 そ して，最

後に聖典 を開 いて 結論 を出す のです 」 と， エ

ガー ズ兄弟 は語 る。「福 音 の知 識を得 ることは

もちろん大切 な こ とですが ， それ よ りも， 彼

らが 自己の大切 さに気づ き， 自分 の両 親や 家

族 に心 か らの愛 と尊敬 を示 す よ うに な るこ と

に特 に気 を遣 って きま した。」

家庭 の夕べ で， リフ レ ッシュ メ ン トは友 情

を深 め るの に欠か せ な い。 しか も， それ はい

つ も グル ー プの メンバ ーが 積極 的 に 自分か ら

持 って くるの であ る。

その ほか グルー プ で ロー ラー スケー トや ア

イ スス ケー ト， 映画， キャ ンプ， ハ イ キ・ン グ，

魚つ り， 海 水浴， 雪上 パ ー テ ィー ，誕 生 日会

な ども開 いた。 また， 伝 道 に出 てい る宣教 師

に荷 物 を送 っ た り もした。 これ らはす べ て，

若者 たちが 自ら計画 し準備 した もの であ る。

また一 年 の うち で最大 の行事 と言 えば， 若

者 た ちの両 親 を交 えて行 な うク リスマ スパ ー

テ ィーであ る。 「この年 中行事 は，教 会 とその

プ ロ グ ラム を家族 の方 々に理 解 して い ただ く

ため に も大 きな助 け とな りました」 と， エ ガ
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一 ズ兄弟 は述 べ てい る
。

サ ム とス コ ッ トは， この グルー プ の活 動 に

積 極 的 に参加 し， 高校 ， 大学 時代 を通 じてず

っ とそ こに 出席す る人々 と親 し く交 わ る こ と

が で きた。マ イ クとゲ リー のバ プテ スマ 会 で

は， サム が話 を した。 また， エ ガー ズ家 族が

聖 餐 会 で家庭 の 夕べ の発 表 をす る時 に は， 当

然の こ との よ うに， マ イ ク とゲ リー が そ こに

加 わ っ てい た。

ある夏， マ イ クは エ ガー ズー家 と一 緒 に，

シ ェラ ス高 原にハ イキ ン グを兼 ね たキ ャ ンプ

に 出かけ た。 そ の時 彼 と， グルー プ の ひ と り

の トム ・ウオー ル も参加 してい た。 まず フ ェ

リー で ア ラス カま で行 き，それか らアルカン ・

ハ イウ ェー を下 っ て きて 今 回の旅 行 の最 大 の

山場 と もい え るテ ンプル ス クェア を見学 す る

6週 間 にわ た る大旅行 であ った。

これ は トムに とって ひ とつ の 人生 の転 機 と

な り，翌 年 彼は伝 道 に 出た。 グルー プの 中 で

彼が 最初 の宣 教 師 にな った ので あ る。

「僕 た ちみ ん なが
， 同 じ時 に， 同 じ伝 道部

へ 召 され た らどん なに いい だろうね 。」あ る晩 ，

双子 の ひ と りが フ ァイア サ イ ドで そ う言 っ た。

す る とみ ん なは い っせ いに 笑い 出 し， こ う言

った。 「絶 対 に そん な こ とは な い よ。」「同 じワ

ー ド部 の会 員が
， 同時に ， 同 じ場 所へ 召 され

るこ となん てあ り得 な いか らね 。」 「不 可 能 な

話 だ よ。」

ところが， 驚 い た こ とに グルー プ の 中の3

人が ， 同 じ 日に伝 道 の召 しを受 け たの であ る。

しか もマ イ ク とサム はエ クア ドル ・キ トー伝

道部 ， ゲ リー は コス タ リカ ・サ ン ホセ伝 道部

と，3人 とも スペ イ ン語 の伝 道部 に召 され た

の であ った。

彼 らは，エ ガー ズ兄弟(そ の 時は す でに エ

ガー ズ監督 に な って いた)が 召 した最 初 の宣

教 師 であ っ た。 こ う して3人 は， 同 じ 日に伝

道 本部 へ 入 ったの で あ る。

そ の翌年 に， 今度 は ス コ ッ トが 同 じスペ イ

ン語 を話す コロ ン ビア ・ボ ゴタ伝 道部 へ 召 さ

れ た。

エ ガー ズ監 督 とエ ガー ズ姉 妹 は次 の よ うに

述べ てい る。 「彼 らをロサンゼル ス神 殿 に連 れ

てい き，主 の 愛 を感 じさせ るこ とが で き まし

た。本 当 に素 晴 ら しい特権 を与 え られ た もの

です。」

若者 た ちは 自分 のエ ンダ ウメ ン トを受 け た

2日 後 に， 最 近帰 って きた帰還 宣教 師 と連れ

立 って，午 前6時 に神 殿 に向か っ た。

さ らに エ ガー ズ監督 は， こ う述べ て い る。

「彼 ら を見 て い る と心か ら うれ しさが こみ

あげ て き ます 。 とて も楽 しい若 者 た ちです。

彼 らの話 を聞 い てい る と， まるで海 水浴 に で

も出か け るか の よ うです。 主 の宮居 へ行 くと

い うの で， み ん なわ くわ くしてい るの です。」

サ ムが， 初 め てマ イ ク ・ウ ィッテ ィー を集

会 に誘 ってか ら11年 にな る。 グルー プ のほ と

ん どは， それ ぞれ 自分 の道 へ 歩ん で行 った。

その うち9人 は神 殿結婚 を し，5人 の若 者が

伝 道 に 出た。 そ して グルー プ の中か ら8人 が

バ プ テ スマ を受 けた。 そ の中 にマ イ ク とゲ リ

ー の妹 の ドナ とシ ェ リー もいる。 その ほか に

も町 をふ らつ い てい た大勢 の若 者 た ちが ，現

在 は 強 い証 を持つ 立 派な 人に な ってい る。 ひ

と りの友達 を教会 に招 待 したい とい うわずか

12歳 の少年 の 伝道 の ス ピ リッ トが， これ ほ ど

大 きな結 果 を もた らす とはだ れが 想像 で きた

であ ろ うか。マ イ クは こ う述べ てい る。 「み た

まが あれ ば何 で もで きるんです 」 と。
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神殿 参入 の備 えをノ

待望の 東京神 殿 の完 成 は 間近 です 。す で に

神 殿長 も決 ま り,あ とは献 堂 式 と儀 式の 開始

され る 日を待つ ばか りとな りま した 。私 た ち

は今,神 様 のみ 前 にふ さわ しい者 とな って神

殿参 入に備 える必要 が あ ります 。 皆 さん の備

えはいかが で しょ うか 。以 下 に必要 な備 え に

つ いてい くつか 挙 げ てみ ま したの で考 えて い

ただ ければ 幸 いです 。

東京神殿

準備委員会委員長

田 中 健 治

●神 殿推 薦状 発 行の た めの面接 は受 け ま した

か 。

12歳 以上 で,し か もバ プ テ スマ を受 け て

1年 以上 の 方 々は で きるだ け早 く監督 や 支

部長,ま た は ステー キ部 長や 伝道 部長 よ り

面接 を受 け て下 さい。献 堂式 間近 に な りま

す と忙 し くな り,混 雑 が 予 想 され ます 。

●神 殿 準 備 セ ミナ ー,あ る い は オ リエ ンテ ー

シ ョン 集 会 に 参 加 し ま した か 。

監督,支 部 長 は,鵬神 殿推 薦状 発 行の た め

の面接 に先立 つて,神 殿 準備 セ ミナー や オ

リエ ンテ ー シ ョン集会 を開 くこ とに な って

い ます 。 参 入希 望 者 はそ れに 参加 しなけ れ

ば な りませ ん 。

●4代 の系 図 は提 出 しま したか 。

神 殿 の儀 式 は11月4日 よ り始 め られ ます 。

本 人 と先祖 の儀 式 を受 け る方 は7月 末 日ま

で に"家 族 の記 録"を 提 出 して下 さい。
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教会設立150周 年 にちなんで,今 年は全国

各地でそれを祝う記念行事が催されています。

スポーツ,音 楽,演 劇,バ ザー,社 会奉仕活

動など,内 容はバラエティーに富んだものば

かリ。そこには,心 身をさたえ,喜 びを見い

だそうとする聖徒たちの生き生さとした姿が

満ちあふれています 。今回はそれらのニュー

スをと りあ げてみま した。

日本横浜ステーキ部
●体 力 測定(4月29日)

●-特別聖餐 会(4月6日)

150周 年 を祝 う特別 聖餐 会 が 各 ユ ニ ッ トで

もたれ,｢ジ ョセ ブ･ス ミス と最 初 の示 現｣

｢神権 の 回復｣｢扶 助 協会 の 歩 み｣な ど を テ

ーマ に した話 が 多 くの兄 弟姉 妹 た ちに よ って

され ま した。 出席 者 には,末 日に 回復 され た

福 音につ い て さらに理 解 を深 め る機 会 とな り』

ま した。

また,こ の 日川崎 支部 では 朝7時 よ り1時

間,多 摩 川河 川敷 公 園に て早朝 証 会 が催 され

ま した。 はだ 寒 い上 に風が 強 く,時 々砂 ま じ

りの小石 が 飛 び交 う悪 コンデ ィシ ョン。 しか

し参加 者 は,そ れ に もめ げ ず熱 心 に証 を発表

し合 い ま した。 み た まに感 じて涙 を流 さずに

はい られ ない話 もあ り,天 候 とは逆 に,参 加

者 全員,平 安 を得 る こ とが で きた の です。

46

横 浜 第2ワ ー ド部 では教 会 の ホー ル を利用

し,老 若 男女 約35名 の参加 の も とに体 力 測定

が 行 な われ ま した。 内容 は敏捷 性 を調 べ る反

復 横飛 び,柔 軟性 を調 べ る伏 臥上体 そ ら し,

その他 立 位体 前屈,垂 直飛 び,立 幅飛 び,腕

立 て伏せ,目 を閉 じての 片足立 ちの7種 目。

年 齢別 平均 値 に照 らしなが ら記録 を伸 ば そ う

と必死 な会 員,.若 者 に負け る ものか とがん ば

る年 輩 の 兄弟,こ ん なはず で はな い と何 回 と

な く挑 戦 して み る会員 な ど,そ れ ぞれ 汗 を流

しなが らの楽 しい ひ と とき を過 ご しま した 。
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ぢれ た ものです 。 オ リジナ.ルが 英 語 の ため,

翻訳 しなけれ ば な りませ んで した 。脚 色 し,

ズ タ ッフ,キ ャス トを決め る まで は犬 変 で,

実 際に ス ター トした のは1月 も中ば 過 ぎての

こ とです 。 それか ら3カ 月,こ の 短期 間 での

発 表に心 配 しましたが,関 係者 は 全 員一 丸 と

.な って がんば りま した。 その結 果,発 表 は大

好評 で した。
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演劇に出演の兄弟姉妹

日本大阪北ステーキ部

麟

灘 諺
配
那

初等協会 のコーラス発表

●作 品展(4月11日)

大 阪北 ステ ー キ部 は150周 年 記 念行事 を前

期大 会(4月11日)と 後期 大会(11月24日)

とに分 け て行 な う ように計 画 され ま した 。

前期 大会 は,神 戸 ステー キ部 との合 同 に よ

る作 品展。 翌 日が ス テー キ部 大 会 の ため,盛

況 を見せ ま した。 ス テー キ部 長 をは じめ,高

等評議 員,各 ワー ド部 の監 督グ 前 日ホ り徹 夜

で作 品の展 示 に励 み ま した。個 人 の力 作 ばか

48

.展示 され た作 品

り180点 が揃 い,他 に初 等 協 会の 子供 た ちに

よる歌 の発表 な ど もあ り,後 期 大 会 には さ ら

に盛 り上 が りを見せ よ う と兄弟 姉妹 た ちは張

り切 つ て います 。
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